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本
能
寺
本
『
芝
草
句
内
岩
橋
上
』
訳
注
（
五
）

伊
藤
伸
江
・
奥
田　

勲

　

心
敬
に
は
、
和
歌
と
連
歌
の
自
作
を
お
さ
め
た
全
八
冊
か
ら
な
る
集
『
芝
草
』
が
あ
っ
た
。
彼
は
、
こ
の
『
芝
草
』
所
収
の
自
句
、
自
歌

に
み
ず
か
ら
注
を
つ
け
、
弟
子
た
ち
に
適
宜
与
え
て
い
た
。『
芝
草
句
内
岩
橋
』
も
そ
の
よ
う
な
心
敬
の
営
為
に
よ
る
一
作
品
で
あ
り
、
現

在
京
都
の
古
刹
本
能
寺
に
上
下
二
冊
が
蔵
せ
ら
れ
て
い
る
。
伊
藤
と
奥
田
は
、
こ
の
作
品
の
重
要
性
に
鑑
み
、
翻
刻
と
注
釈
を
試
み
る
こ
と

と
し
た
。
な
お
、
今
回
の
訳
注
で
扱
っ
た
句
は
す
べ
て
秋
の
発
句
で
あ
る
。

【
凡
例
】

一
、
底
本
は
本
能
寺
蔵
『
芝
草
句
内
岩
橋
上
』
で
あ
る
。
対
校
本
は
、
太
田
武
夫
氏
蔵
文
明
十
一
年
古
写
本
（
文
明
本
）、
同
じ
く
太
田
武

夫
氏
蔵
明
応
十
年
古
写
本
（
明
応
本
）
の
二
本
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
両
本
の
閲
覧
が
困
難
な
状
況
に
あ
り
、
両
本
と
の
対
校
は
原

本
に
よ
っ
て
は
な
し
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
両
本
は
横
山
重
・
野
口
英
一
校
訂
『
心
敬
集　

論
集
』（
吉
昌
社
・
昭
和
二
一
）
の
翻

刻
に
依
っ
た
の
で
、
不
審
な
点
は
そ
の
旨
を
注
記
し
た
。
略
称
と
し
て
文
明
本
は
「
文
」、
明
応
本
は
「
明
」
と
す
る
。

一
、
翻
字
本
文
は
、
本
能
寺
本
を
厳
密
に
翻
刻
し
、
原
文
の
表
記
の
誤
り
か
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
に
は
、
校
注
者
が
〈　

〉
書
き
で
「
マ
マ
」

と
注
し
た
。
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一
、
注
釈
本
文
は
、
読
解
の
便
を
は
か
る
た
め
、
底
本
を
歴
史
的
仮
名
遣
い
表
記
に
改
め
、
必
要
に
応
じ
て
濁
点
を
付
し
、
句
読
点
を
補
っ

た
。
原
文
の
表
記
の
誤
り
か
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
は
改
め
、
あ
て
字
、
異
体
字
、
送
り
仮
名
は
標
準
的
な
表
記
に
直
し
て
示
し
た
。
漢

字
表
記
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
語
句
に
関
し
て
は
、
全
体
の
統
一
を
考
え
て
漢
字
に
直
し
、
難
読
語
句
に
は
、
校
注
者
が
（　

）
書
き

で
振
り
仮
名
を
付
し
、
踊
り
字
は
す
べ
て
開
い
た
。
翻
字
本
文
と
の
相
違
箇
所
に
つ
い
て
は
、
翻
字
を
適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。

一
、
注
釈
本
文
の
各
句
に
は
、
便
宜
上
、
校
注
者
に
よ
る
通
し
番
号
を
付
し
た
。

一
、
訳
注
に
お
い
て
は
、【
校
異
】、【
他
出
文
献
】、【
語
釈
】、【
現
代
語
訳
】
の
項
目
を
設
け
、
必
要
な
場
合
に
は
【
考
察
】【
補
説
】
等
の

項
目
も
設
け
た
。

一
、【
他
出
文
献
】
に
あ
げ
た
心
敬
の
作
品
集
と
そ
の
略
称
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

心
玉
集
（
野
坂
氏
本
）
↓
心
玉
集
（
野
）　

心
玉
集
（
静
嘉
堂
文
庫
本
）
↓
心
玉
集
（
静
）

　

心
玉
集
拾
遺
（
静
嘉
堂
文
庫
本
）
↓
心
玉
集
拾
遺
（
静
）

　

芝
草
内
連
歌
合
（
天
理
本
）
↓
芝
草
内
連
歌
合
（
天
）

　

芝
草
内
連
歌
合
（
松
平
文
庫
本
）
↓
芝
草
内
連
歌
合
（
松
）

　

於
関
東
発
句
付
句
（
吉
田
文
庫
本
）

　

心
敬
僧
都
百
句
（
岩
瀬
文
庫
本
）

　
　

ま
た
、
芝
草
句
内
発
句
の
う
ち
、
吾
妻
下
向
発
句
草
に
お
さ
め
ら
れ
た
句
は
（
吾
妻
下
向
発
句
草
）
と
記
し
た
。

そ
の
他
の
他
出
文
献
に
関
し
て
は
、
以
下
の
通
り
扱
う
。

宗
砌
等
日
発
句
（
大
東
急
記
念
文
庫
本
）
は
、
宗
砌
等
日
発
句
、
年
中
日
発
句
（
金
子
本
）
は
、
専
順
等
日
発
句
（
金
子
本
）、
玉
連

集
は
専
順
等
日
発
句
（
伊
地
知
本
）
の
名
称
及
び
句
番
号
を
『
連
歌
大
鑑
』
に
よ
り
用
い
る
。

一
、【
語
釈
】【
考
察
】【
補
説
】
に
あ
げ
た
和
歌
、
連
歌
、
歌
論
、
連
歌
論
な
ど
の
引
用
は
、
後
述
引
用
文
献
に
依
る
。
読
解
に
有
効
と
考

え
ら
れ
る
場
合
に
は
、
先
例
の
み
な
ら
ず
後
代
の
作
品
も
例
示
す
る
場
合
が
あ
る
。
引
用
に
あ
た
っ
て
は
私
に
濁
点
を
付
し
、
片
仮
名
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な
ど
読
解
に
不
便
な
文
字
は
必
要
に
応
じ
平
仮
名
、
漢
字
等
に
改
め
た
。

〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞

【
翻
刻
】

さ
く
ら
色
に
う
つ
ろ
ふ
春
の
青
葉
か
な

　
　
　

此
春
と
い
へ
る
は
か
り
也
秋
と
い
ひ
て
は
無
下
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
る
へ
し

【
校
異
】

さ
く
ら
色
に
―
桜
色
に
（
明
）　

青
葉
か
な
―
青
葉
哉
（
明
）　

は
か
り
也
―
計
也
（
文
）、
字
計
也
（
明
）　

い
ひ
て
は
―
い
ひ
て
（
文
）　

の
こ
と
な
る
へ
し
―
に
異
な
る
へ
し
（
文
）、
の
事
也
（
明
）

〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞

【
本
文
】

55
、
桜
色
に
う
つ
ろ
ふ
春
の
青
葉
か
な

　
　
　

こ
の
春
と
い
へ
る
ば
か
り
な
り
。
秋
と
い
ひ
て
は
無
下
の
こ
と
な
る
べ
し
。

【
語
釈
】
◯
桜
色
…
桜
の
花
の
よ
う
に
、
ほ
ん
の
り
と
赤
い
色
。
桜
の
花
の
色
。
心
敬
は
、
こ
の
言
葉
を
春
の
句
に
よ
く
使
う
。「
桜
色
」

は
定
家
が
春
風
に
用
い
た
言
葉
で
あ
る
が
、
そ
の
色
目
を
遠
目
に
空
や
山
全
体
に
投
影
し
た
、
と
ら
え
ど
こ
ろ
の
な
い
か
た
ま
り
の
表
現
と

し
て
心
敬
は
受
け
継
い
で
い
る
。「
桜
色
の
庭
の
春
風
跡
も
な
し
訪
は
ば
ぞ
人
の
雪
と
だ
に
見
む
」（
新
古
今
集
・
春
下
・
134
・
藤
原
定
家
）。

「
さ
く
ら
色
に
空
さ
へ
と
づ
る
梢
か
な
／
花
に
も
り
来
る
う
ぐ
ひ
す
の
声
」（
菟
玖
波
集
・
春
上
・
38
・
無
生
法
師
）。「
桜
色
に
世
は
う
ち
霞

む
匂
か
な
」（
竹
林
抄
・
発
句
・

1613
・
心
敬
）。「
桜
い
ろ
に
世
は
う
ち
く
も
る
朝
哉
」（
心
玉
集
・
春
・
669
）。「
さ
く
ら
色
に
く
も
る
ば
か
り

の
あ
し
た
哉
」（
芝
草
句
内
発
句
・
41
）。
◯
う
つ
ろ
ふ
…
こ
こ
は
ほ
ん
の
り
赤
く
青
葉
の
色
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
い
う
。「
桜
色
に
下

葉
を
染
め
よ
秋
の
露
」（
芝
草
句
内
発
句
・
秋
・
301
）。「
桜
色
」
を
使
う
こ
と
で
、
春
の
花
盛
り
の
頃
の
光
景
を
幻
想
と
し
て
重
ね
合
わ
せ
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る
意
識
が
あ
る
か
。
◯
青
葉
…
桜
の
花
が
散
っ
た
後
、
晩
春
に
芽
吹
く
若
い
葉
。「
花
に
見
ぬ
夕
暮
深
き
青
葉
哉
」（
竹
林
抄
・
発
句
・

1645
・

題
知
ら
ず
・
心
敬
）。「
う
ら
む
る
む
く
ひ
な
ど
な
か
る
ら
ん
／
花
に
う
き
青
葉
の
春
に
散
も
せ
で
」（
吾
妻
辺
云
捨
・
84
）。
◯
こ
の
春
…
過

ぎ
去
っ
た
今
年
の
春
。

【
他
出
文
献
】
竹
林
抄

1728
、
心
玉
集
（
静
）
827
、
心
玉
集
（
野
）
257
、
芝
草
句
内
発
句
303
、
大
発
句
帳

4901

【
補
説
】
春
の
情
景
を
思
わ
せ
る
語
句
を
使
い
、
秋
の
情
景
を
詠
む
、
一
見
語
句
の
選
択
を
誤
っ
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
句
で
あ
る

が
、自
注
で
、「
春
」
は
過
ぎ
去
っ
た
今
年
の
春
を
考
え
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
こ
の
一
年
の
春
か
ら
秋
へ
の
時
の
移
り
変
わ
り
を
意
識
さ
せ
、

還
ら
な
い
春
の
盛
り
の
美
し
さ
を
重
ね
つ
つ
紅
葉
し
て
い
く
様
を
見
つ
め
る
こ
と
を
示
唆
し
、
説
明
し
て
い
る
。

　

自
注
に
お
い
て
心
敬
は
「
こ
の
春
と
い
へ
る
ば
か
り
也
」
と
多
く
を
語
ら
な
い
。
同
様
の
言
い
方
を
し
て
い
る
も
の
に
第
65
句
の
自
注
が

あ
り
、
こ
ち
ら
も
春
秋
を
反
転
さ
せ
た
言
い
回
し
で
あ
る
。
心
敬
の
発
句
の
創
造
の
根
幹
に
関
わ
る
部
分
で
あ
る
の
で
、
自
身
の
美
意
識
の

理
解
を
心
中
強
く
求
め
る
気
持
ち
が
あ
り
、
特
に
本
句
で
は
強
く
短
い
言
い
方
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
『
竹
聞
』
は
、
こ
の
句
に
関
し
て
「
桜
ノ
木
ナ
リ
、
紅
葉
ス
ル
モ
桜
色
ナ
ル
也
、
秋
ノ
若
葉
ニ
テ
ハ
無
曲
」
と
注
し
て
い
る
。「
春
」「
秋
」

の
時
期
の
理
解
に
伴
い
句
の
理
解
が
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
を
指
摘
し
た
『
芝
草
句
内
岩
橋
』
の
心
敬
自
注
の
言
葉
を
受
け
継
ぎ
、
兼
載
な
り

の
理
解
を
示
す
。

【
現
代
語
訳
】

桜
色
に
染
ま
っ
た
あ
の
春
の
花
の
盛
り
か
ら
、
時
が
た
ち
青
葉
と
な
っ
た
木
々
も
、
今
ま
た
秋
が
来
て
ほ
の
赤
く
う
つ
ろ
っ
て
い
く
こ
と
だ
。

こ
の
春
の
青
葉
が
桜
色
に
、
と
言
っ
て
い
る
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
秋
と
い
っ
て
は
こ
の
上
な
く
悪
い
表
現
に
な
る
の
で
あ

る
。

〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞

【
翻
刻
】

な
か
め
こ
し
月
の
う
ら
み
ん
今
夜
か
な
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十
五
夜
に
侍
れ
は
春
夏
そ
の
外
の
秋
の
月
は
も
の

　
　

な
ら
す
と
お
も
へ
る
を
今
夜
の
ほ
か
の
月
や
う
ら
み
侍
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
也

【
校
異
】

な
か
め
こ
し
―
詠
こ
し
（
明
）　

う
ら
み
ん
―
恨
む
（
明
）　

今
夜
か
な
―
こ
よ
ひ
か
な
（
文
）　

十
五
夜
に
侍
れ
は
―
十
五
夜
の
晴
天
に
く

ら
へ
侍
れ
は
（
明
）　

そ
の
外
の
秋
の
月
は
―
其
外
の
秋
の
月
（
文
）、
そ
の
外
の
秋
の
月
（
明
）　

も
の
な
ら
す
と
お
も
へ
る
を
―
物
な
ら

す
に
思
へ
る
を
（
文
）、
物
な
ら
す
思
へ
る
を
（
明
）　

今
夜
の
ほ
か
の
月
や
―
今
宵
の
外
の
月
や
（
文
）、
今
夜
の
外
の
（
明
）　

う
ら
み
侍

ら
ん
と
也
―
う
ら
み
ん
と
也
（
文
）、
う
ら
み
や
侍
る
と
也
（
明
）

〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞

【
本
文
】

56
、
な
が
め
こ
し
月
の
う
ら
み
ん
今
（
こ
よ
ひ
）夜

か
な

　
　
　

十
五
夜
に
侍
れ
ば
、
春
、
夏
、
そ
の
外
の
秋
の
月
は
、
も
の

　
　
　

な
ら
ず
と
お
も
へ
る
を
、
今
夜
の
ほ
か
の
月
や
う
ら
み
侍
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
な
り
。

【
語
釈
】
◯
な
が
め
こ
し
月
…
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
眺
め
て
き
た
月
。
自
注
に
、
春
の
月
、
夏
の
月
、
十
五
夜
で
あ
る
こ
の
句
当
日
の
月
以
外

の
月
が
例
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
◯
う
ら
み
ん
…
（
月
が
）
恨
み
に
思
う
。
月
の
美
し
さ
を
め
で
る
気
持
ち
が
不
十
分
な
際
に
、
月
が

不
満
を
感
じ
る
。「
出
る
よ
り
入
ま
で
月
を
み
す
て
ね
ば
月
の
う
ら
み
ん
時
の
ま
も
な
し
」（
草
根
集
・
終
夜
見
月
・

9065
・
康
正
元
年
九
月
廿

六
日
詠
）。「
人
ゆ
へ
更
く
る
月
や
恨
み
む
／
さ
男
鹿
の
妻
待
山
に
旅
寝
し
て
」（
竹
林
抄
・
秋
・
376
・
心
敬
）。
◯
今
夜
か
な
…
今
日
の
夜
の

月
で
あ
る
こ
と
だ
よ
。
十
五
夜
の
月
は
、
夕
方
か
ら
上
り
、
真
夜
中
近
く
に
南
中
し
、
明
け
方
に
し
ず
む
。
◯
も
の
な
ら
ず
…
も
の
の
数
で

は
な
い
。
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【
他
出
文
献
】
宗
砌
日
発
句
230
（
第
二
句
「
月
は
恨
む
」）、
専
順
等
日
発
句
（
金
子
本
）
229
、
心
玉
集
（
野
）
248
、
芝
草
句
内
発
句
283

【
現
代
語
訳
】

私
が
こ
れ
ま
で
眺
め
て
き
た
数
々
の
月
も
、
今
宵
の
十
五
夜
の
月
と
比
べ
れ
ば
美
し
い
と
は
思
わ
れ
な
い
。
そ
れ
を
数
々
の
月
が
恨
み
に
思

う
ほ
ど
の
、
素
晴
ら
し
い
今
宵
の
月
で
あ
る
こ
と
よ
。

十
五
夜
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
（
そ
の
月
の
美
し
さ
に
）、
春
や
夏
、
十
五
夜
以
外
の
秋
の
月
は
、
み
な
物
の
数
で
も
な
い
と
私
が
思
っ

て
い
る
の
を
、
今
夜
以
外
の
月
は
恨
ん
で
い
ま
す
で
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞

【
翻
刻
】

一
と
せ
の
月
を
く
も
ら
す
こ
よ
ひ
か
な

　
　

こ
れ
も
名
月
の
夜
の
す
く
れ
て
あ
き
ら
か
な
る
に

　
　

く
ら
へ
侍
れ
は
ひ
か
り
け
た
れ
ぬ
る
こ
と
を

【
校
異
】

一
と
せ
の
―
一
年
の
（
明
）　

く
も
ら
す
こ
よ
ひ
か
な
―
曇
す
今
夜
哉
（
明
）　

こ
れ
も
名
月
の
夜
の
―
是
も
明
月
の
夜
の
（
文
）、ナ
シ
（
明
）

　

す
く
れ
て
あ
き
ら
か
な
る
に
―
ナ
シ
（
明
）、
く
ら
へ
侍
れ
は
―
前
句
の
心
に
お
な
し
く
今
夜
に
く
ら
へ
侍
れ
は
（
明
）　

ひ
か
り
け
た
れ

ぬ
る
―
一
年
の
月
は
ひ
か
り
う
す
き
（
明
）、
こ
と
を
―
事
を
そ
（
文
）、
事
を
（
明
）

〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞

【
本
文
】

57
、
一
年
の
月
を
く
も
ら
す
こ
よ
ひ
か
な

　
　
　

こ
れ
も
、
名
月
の
夜
の
す
ぐ
れ
て
あ
き
ら
か
な
る
に

　
　
　

く
ら
べ
侍
れ
ば
、
光
消
た
れ
ぬ
る
こ
と
を
。
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【
語
釈
】
◯
一
年
…
こ
の
一
年
。
月
に
関
し
て
は
、
通
常
、
一
年
間
で
最
も
美
し
い
月
と
し
て
八
月
十
五
夜
の
月
を
詠
む
際
に
「
一
年
の
月
」

と
使
わ
れ
る
。「
ひ
と
と
せ
の
秋
の
な
か
ば
は
の
こ
れ
ど
も
月
は
今
夜
ぞ
か
ぎ
り
な
り
け
る
」（
公
任
集
・
八
月
十
五
夜
・
116
）。「
一
と
せ
の

月
は
も
中
の
秋
の
空
こ
よ
ひ
に
よ
り
て
そ
ふ
光
か
な
」（
柏
玉
集
・
八
月
十
五
夜
・
847
）。「
一
と
せ
の
か
げ
や
今
夜
に
よ
る
の
月
」（
宇
良
葉
・

秋
・
286
・
お
な
じ
心
（
稿
者
注 

名
月
）
を
）。
◯
一
年
の
月
…
こ
の
一
年
の
月
。
た
だ
、
心
敬
は
こ
こ
で
は
、
名
月
の
今
夜
の
月
を
除
く
、

他
の
日
の
月
を
さ
す
形
で
使
っ
て
い
る
。
◯
名
月
の
夜
の
す
ぐ
れ
て
あ
き
ら
か
な
る
…
八
月
十
五
夜
の
月
は
、
と
り
わ
け
明
る
く
輝
い
て
い

る
こ
と
。
◯
消
た
れ
ぬ
る
…
消
さ
れ
て
し
ま
う
。「
ゆ
ふ
な
が
め
い
つ
よ
り
荻
に
つ
た
ふ
風
心
こ
と
ば
を
吹
き
け
た
れ
ぬ
る
」（
拾
玉
集
・

3955
・
献
南
海
漁
夫
秋
十
首
）。

【
他
出
文
献
】
心
玉
集
（
静
）
815
、
心
玉
集
（
野
）
247
、
芝
草
句
内
発
句
282
、
芝
草
内
連
歌
合
64

※
日
文
研
連
歌
Ｄ
Ｂ
は
「
お
く
ら
す
」
と
す
る
が
誤
り

【
現
代
語
訳
】

こ
の
一
年
の
月
を
み
ん
な
曇
ら
せ
て
し
ま
う
よ
う
な
、
そ
ん
な
美
し
い
今
夜
の
月
で
あ
る
こ
と
よ
。

こ
れ
も
（
直
前
の
句
と
お
な
じ
く
）
名
月
の
夜
が
た
い
へ
ん
明
る
く
美
し
い
の
に
比
べ
ま
す
と
、
他
の
夜
の
月
の
光
が
消
さ
れ
て
し

ま
う
こ
と
を
（
詠
み
ま
し
た
）。

〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞

【
翻
刻
】

秋
の
野
の
花
の
き
ぬ
う
つ
あ
ら
し
哉

　
　

人
は
せ
ぬ
わ
さ
な
り
秋
の
野
か
せ
の
あ
ら
き
は

　
　

さ
な
か
ら
草
の
花
色
衣
を
う
つ
か
と
見
え
侍
る
と
也

【
校
異
】

き
ぬ
う
つ
あ
ら
し
哉
―
衣
う
つ
あ
ら
し
か
な
（
文
）、
衣
う
つ
嵐
か
な
（
明
）　

わ
さ
な
り
―
わ
さ
也
（
文
、
明
）　

秋
の
野
か
せ
の
あ
ら
き
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は
―
秋
の
ゝ
の
風
の
あ
ら
き
は
（
文
）、
花
染
の
野
を
あ
ら
き
風
の
し
ほ
り
侍
は
（
明
）　

草
の
花
色
―
秋
の
色
の
（
明
）　

か
と
見
え
侍
る

と
也
―
か
と
み
え
侍
は
と
也
（
文
）、
こ
と
く
也
（
明
）

〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞

【
本
文
】

58
、
秋
の
野
の
花
の
き
ぬ
う
つ
嵐
か
な

　
　
　

人
は
せ
ぬ
わ
ざ
な
り
。
秋
の
野
風
の
荒
き
は
、

　
　
　

さ
な
が
ら
、
草
の
花
色
衣
を
打
つ
か
と
見
え
侍
る
と
な
り
。

【
語
釈
】
◯
花
の
き
ぬ
…
こ
こ
は
草
の
花
が
一
面
に
咲
い
て
い
る
様
子
を
、「
花
の
き
ぬ
（
衣
）」
と
表
現
し
て
い
る
。
和
歌
で
は
、
桜
の
花

が
満
開
に
咲
き
つ
ら
な
っ
て
い
る
様
を
、「
花
の
こ
ろ
も
（
衣
）」
と
表
現
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。「
春
か
ぜ
に
か
す
み
の
そ
で
も
に
ほ

ふ
な
り
は
な
の
衣
を
し
た
に
か
さ
ね
て
」（
政
範
集
・
霞
中
花
・
424
）。「
花
の
き
ぬ
」
の
形
は
非
常
に
ま
れ
で
あ
る
が
、
正
広
が
、
桜
の
花

が
一
面
に
咲
い
て
い
る
様
を
「
さ
ほ
姫
の
霞
の
衣
花
の
き
ぬ
し
ろ
き
を
後
に
重
ね
て
ぞ
立
つ
」（
松
下
集
・
霞
中
花
・

1090
）
と
詠
み
、
さ
ら

に
心
敬
は
「
に
ほ
へ
猶
花
の
き
ぬ
ぎ
ぬ
跡
も
な
き
あ
さ
ぢ
が
庭
に
残
る
春
風
」（
心
敬
集
・
花
形
見
・
431
）
と
、花
の
な
ご
り
の
様
を
思
い
「
き

ぬ
」
と
「
き
ぬ
ぎ
ぬ
」
を
併
せ
て
詠
ん
で
い
る
。
後
に
は
後
柏
原
院
が
「
花
の
き
ぬ
ぎ
ぬ
」
を
使
い
詠
ん
で
い
る
が
、
他
の
例
は
管
見
に
入

ら
な
い
。「
花
の
き
ぬ
」
は
連
歌
で
も
心
敬
の
用
例
し
か
見
え
ず
、き
わ
め
て
珍
し
い
。「
山
姫
も
花
の
き
ぬ
ぬ
ぐ
卯
月
哉
」（
心
玉
集
（
静
）・

夏
・
728
）。
さ
ら
に
こ
こ
で
は
、
秋
の
花
に
「
花
の
き
ぬ
」
を
用
い
て
お
り
、
自
由
な
用
法
が
き
わ
だ
つ
。
秋
草
で
は
露
草
の
色
を
「
花
の
色
」

と
表
現
す
る
こ
と
が
あ
る
。「
や
み
な
る
夜
、
星
の
光
こ
と
に
あ
ざ
や
か
に
て
、
は
れ
た
る
空
は
花
の
色
な
る
が
、
こ
よ
ひ
見
そ
め
た
る
心

ち
し
て
い
と
お
も
し
ろ
く
お
ぼ
え
は
べ
れ
ば
」（
玉
葉
集
・

2159
詞
書
・
建
礼
門
院
右
京
大
夫
）。「
花
の
色
々
」
と
い
う
語
句
と
同
様
に
、「
花

の
衣
々
」
と
複
数
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

◯
き
ぬ
う
つ
…
柔
ら
か
く
す
る
た
め
に
布
を
打
つ
様
と
、
嵐
が
花
を
吹
き
ひ
ど
く
ゆ
ら
す
様
を
併
せ
表
現
し
た
。
正
徹
に
、
花
色
衣
を
打
つ

様
と
あ
わ
せ
、
野
辺
の
草
花
の
色
が
う
つ
ろ
う
さ
ま
と
野
辺
の
霜
に
映
ず
る
月
と
を
掛
け
た
次
の
よ
う
な
歌
が
あ
り
、
心
敬
の
発
想
の
ヒ
ン
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ト
に
な
っ
た
か
。「
初
霜
の
花
色
衣
今
夜
た
れ
う
つ
ろ
ふ
の
べ
の
月
に
う
つ
ら
ん
」（
草
根
集
・
月
前
擣
衣
・

3773
）。
◯
花
色
衣
…
咲
く
花
を

衣
に
見
立
て
た
語
。「
山
吹
の
花
色
衣
ぬ
し
や
た
れ
と
へ
ど
こ
た
へ
ず
く
ち
な
し
に
し
て
」（
古
今
集
・
題
し
ら
ず
・

1012
・
素
性
法
師
）。「
月

草
の
花
色
衣
い
か
に
せ
む
を
ざ
さ
を
わ
く
る
秋
の
し
ら
露
」（
堀
河
百
首
・
露
・
722
・
大
江
匡
房
）。「
七
夕
の
手
に
も
を
と
ら
ず
野
べ
の
虫

花
色
衣
た
れ
に
を
る
ら
ん
」（
心
敬
僧
都
十
躰
和
歌
・
幽
玄
体
・
野
虫
・
100
）。

【
他
出
文
献
】
芝
草
句
内
発
句
（
吾
妻
下
向
発
句
草
）
580

【
補
説
】「
吾
妻
下
向
発
句
草
」
の
配
列
か
ら
文
明
二
年
秋
の
句
で
あ
る
。

【
現
代
語
訳
】

秋
の
野
の
一
面
の
草
花
を
ま
る
で
衣
を
う
っ
た
か
の
よ
う
に
な
び
か
せ
乱
し
て
い
く
嵐
で
あ
る
こ
と
よ
。

他
人
は
詠
ま
な
い
技
法
で
あ
る
。
秋
の
野
風
が
荒
い
様
子
は
、
さ
な
が
ら
、
草
花
の
衣
を
打
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
ま
す
と
い

う
こ
と
だ
。

〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞

【
翻
刻
】

見
ぬ
山
の
松
そ
め
い
た
す
し
く
れ
哉

　
　

此
み
ぬ
山
は
む
か
ひ
て
い
か
に
も
み
た
る
山
な
り
春

　
　

夏
な
と
は
見
さ
り
し
松
を
時
雨
の
こ
と
木
を
染

　
　

ぬ
る
ゆ
へ
に
青
く
あ
ら
は
し
い
て
た
る
心
也

【
校
異
】

そ
め
い
た
す
し
く
れ
哉
―
そ
め
い
た
す
し梢
イ

く
れ
か
な
（
文
）、
染
出
す
時
雨
哉
（
明
）　

み
ぬ
山
は
―
見
ぬ
は
（
文
）、
見
ぬ
山
と
は
（
明
）　

む
か
ひ
て
い
か
に
も
み
た
る
山
な
り
―
い
か
に
も
む
か
ひ
て
見
た
る
山
也
（
文
）、
む
か
ひ
て
い
か
に
も
見
た
る
山
也
（
明
）、
染
ぬ
る
ゆ
へ

に
―
染
ぬ
る
故
に
（
文
）、
染
ぬ
る
か
ゆ
へ
に
（
明
）　

青
く
あ
ら
は
し
い
て
た
る
心
也
―
青
く
あ
ら
は
れ
た
る
こ
ゝ
ろ
也
（
文
）、
あ
を
く
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顕
し
出
し
た
る
也
（
明
）

〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞

【
本
文
】

59
、
見
ぬ
山
の
松
染
め
い
だ
す
時
雨
か
な

　
　
　

こ
の
見
ぬ
山
は
む
か
ひ
て
い
か
に
も
見
た
る
山
な
り
。
春
、

　
　
　

夏
な
ど
は
見
ざ
り
し
松
を
、
時
雨
の
こ
と
木
を
染
め

　
　
　

ぬ
る
ゆ
ゑ
に
青
く
あ
ら
は
し
い
で
た
る
心
な
り
。

【
語
釈
】
◯
見
ぬ
山
…
（
意
識
し
て
）
見
て
い
な
い
山
。
心
敬
に
は
他
に
、
心
に
想
像
す
る
山
を
表
現
し
た
句
「
一
声
に
見
ぬ
山
深
し
ほ
と

と
ぎ
す
」（
芝
草
句
内
岩
橋
上
33
）
が
あ
り
、
心
象
風
景
や
、
意
識
に
上
ら
な
い
情
景
な
ど
、
あ
り
き
た
り
で
な
い
情
景
を
描
こ
う
と
し
て

い
る
。
◯
松
染
め
い
だ
す
…
木
々
を
紅
葉
さ
せ
る
こ
と
で
、
松
を
染
め
だ
し
た
か
の
よ
う
に
、
目
立
た
せ
る
。
松
そ
の
も
の
は
常
緑
だ
が
、

時
雨
が
周
囲
の
木
を
紅
葉
さ
せ
、
結
果
的
に
松
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。「
我
が
こ
ひ
は
松
を
時
雨
の
そ
め
か
ね
て

ま
く
ず
が
原
に
か
ぜ
さ
わ
ぐ
な
り
」（
新
古
今
集
・
恋
一
・

1030
・
慈
円
）。
◯
時
雨
…
秋
冬
に
降
る
雨
。
紅
葉
を
紅
葉
さ
せ
、
散
ら
す
も
の
と

さ
れ
る
。

【
他
出
文
献
】
心
玉
集
（
静
）
854
、
心
玉
集
（
野
）
284
、
芝
草
句
内
発
句
297
、
芝
草
内
連
歌
合
（
天
）

2605
、
芝
草
内
連
歌
合
（
松
）
70
、
専

順
等
日
発
句
（
伊
地
知
本
）
258
、
心
敬
僧
都
百
句
（
岩
瀬
文
庫
本
）

2186

【
現
代
語
訳
】

こ
れ
ま
で
意
識
し
て
見
て
い
な
か
っ
た
山
の
木
々
を
時
雨
が
染
め
て
、
常
盤
木
の
松
の
緑
を
浮
き
立
た
せ
る
、
そ
ん
な
時
雨
で
あ
る
こ
と
よ
。

こ
の
「
見
ぬ
山
」
は
、
見
た
こ
と
の
な
い
山
で
は
な
く
、
眼
前
に
向
き
あ
っ
て
、
普
段
よ
く
見
て
い
る
山
で
あ
る
。
春
、
夏
な
ど
は
、

目
を
と
め
て
見
る
こ
と
も
な
か
っ
た
松
な
の
だ
が
、
時
雨
が
、
他
の
木
を
紅
葉
さ
せ
た
た
め
に
、
松
を
（
紅
葉
し
た
木
々
の
中
に
）

青
く
現
し
出
し
た
と
い
う
意
図
で
あ
る
。
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〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞

【
翻
刻
】

時
雨
け
り
こ
と
の
葉
う
か
ふ
秋
の
海

　
　

石
山
に
て
の
発
句
な
れ
は
ひ
か
る
け
ん
し
の
巻
々
の

　
　

湖
水
に
う
か
ひ
た
る
な
と
い
へ
る
こ
と
に
よ
せ
侍
り

【
校
異
】

こ
と
の
葉
―
言
の
葉
（
明
）　

ひ
か
る
け
ん
し
の
巻
々
の
―
光
源
氏
の
巻
（
文
、
明
）　

湖
水
―
こ
の
湖
水
（
文
、
明
）　

い
へ
る
こ
と
に
よ

せ
侍
り
―
い
へ
る
事
に
よ
せ
侍
り
（
文
）、
の
事
を
思
ひ
よ
せ
侍
り
（
明
）

※
二
行
目
、『
心
敬
集
論
集
』
の
翻
刻
は
「
巻
々
」
の
「
々
」
を
欠
い
て
い
る
が
誤
り
。

〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞

【
本
文
】

60
、
時
雨
け
り
言
の
葉
浮
か
ぶ
秋
の
海

　
　
　

石
山
に
て
の
発
句
な
れ
ば
、
光
源
氏
の
巻
の

　
　
　

湖
水
に
浮
か
び
た
る
な
ど
い
へ
る
こ
と
に
よ
せ
侍
り
。

【
語
釈
】
◯
時
雨
け
り
…
し
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
よ
。
宗
砌
が
多
く
用
い
た
表
現
で
あ
り
、
心
敬
周
辺
の
連
歌
師
た
ち
も
用
い
て
い
る
。「
時

雨
け
り
露
も
し
げ
木
の
中
の
秋
」（
宗
砌
発
句
并
付
句
抜
書
・
秋
・

1878
）。「
雨
木
の
葉
ふ
り
み
ふ
ら
ず
み
時
雨
け
り
」（
竹
林
抄
・
発
句
・

1787
・
専
順
）。「
時
雨
け
り
木
の
葉
を
お
く
の
滝
の
声
」（
自
然
斎
発
句
・
冬
・

1386
）。
◯
こ
と
の
葉
う
か
ぶ
…
言
葉
が
浮
か
ん
で
い
る
。
後
述

【
考
察
】
に
引
く
源
氏
物
語
に
関
す
る
伝
承
よ
り
来
た
表
現
。
◯
秋
の
海
…
秋
の
季
節
の
海
。
一
般
的
に
は
様
々
な
場
所
を
詠
む
が
、
こ
こ

は
自
注
か
ら
琵
琶
湖
を
さ
す
。「
月
に
み
つ
夕
塩
寒
し
秋
の
海
」（
文
明
十
二
年
九
月
八
日
何
人
百
韻
・
発
句
・
宗
祇
（「
筑
紫
に
く
だ
り
侍

し
時
、
豊
浦
の
宮
に
て
、
同
じ
心
を
」（
老
葉
（
毛
利
本
）））。
◯
石
山
に
て
の
…
石
山
寺
で
の
連
歌
張
行
に
お
い
て
の
。
石
山
寺
は
、
滋
賀
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県
大
津
市
に
あ
る
東
寺
真
言
宗
寺
院
。
観
音
信
仰
で
名
高
い
。
◯
光
源
氏
の
巻
…
「
光
源
氏
」
は
源
氏
物
語
の
俗
称
。
源
氏
物
語
の
巻
々
の

意
。
◯
湖
水
に
浮
か
び
た
る
…
源
氏
物
語
の
内
容
が
湖
面
に
浮
か
ぶ
こ
と
。「
秋
ふ
か
し
言
葉
の
林
筆
の
海　

五
十
四
帖
の
面
影
湖
水
に
浮

か
び
た
る
な
ど
言
ひ
伝
ふ
る
こ
と
を
思
ひ
よ
れ
る
ば
か
り
な
り
。」（
宗
牧
『
東
国
紀
行
』）。
↓
【
考
察
】

【
考
察
】
紫
式
部
の
源
氏
物
語
執
筆
説
話
は
、
式
部
が
、
石
山
寺
で
湖
面
に
映
る
八
月
十
五
夜
の
月
を
見
て
思
い
つ
い
た
と
す
る
形
が
主
に

流
布
す
る
が
、
心
敬
の
句
は
、
源
氏
物
語
の
内
容
が
湖
面
に
浮
か
ぶ
こ
と
を
詠
ん
で
お
り
、
こ
の
形
の
言
説
は
『
源
氏
大
鏡
』
第
二
類
本
に

見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

『
袖
か
ゝ
み
』

　
　

 

式し
き

部ぶ

此
物
語か
た
りを
つ
く
ら
ん
と
て
こ
と
成ぢ
や
う就し
ゆの
祈き

誓せ
い

の
た
め
に
石い
し
山
に
ま
い
り
つ
や
し
け
る
に
八
月
十
五
夜
の
月
湖こ

水す
い

に
う
つ
り
て
水み
つ

の

お
も
て
あ
き
ら
け
く
心
も
く
ま
な
く
す
み
わ
た
り
た
る
に
つ
く
る
へ
き
さ
う
し
の
お
も
む
き
み
つ
う
み
の
波な
み

に
う
か
ひ
あ
ら
は
れ
た
る

な
り

『
光
源
氏
一
部
謌
』
の
以
下
の
よ
う
な
序
文
注
記
「
お
り
か
ら
十
五
夜
の
月
水み
つ

う
み
の
お
も
て
に
う
か
び
て
あ
き
ら
か
な
る
を
み
る
に
式
部

が
心
も
す
み
や
か
に
な
り
て
水
の
お
も
て
に
げ
ん
じ
の
事
う
か
び
た
る
と
い
ふ
は
、
い
つ
は
り
也
、
式
部
が
心
に
う
か
み
た
る
也
」
か
ら
、
享
徳
二
年
（
一
四
五
四
）

頃
に
は
、
琵
琶
湖
の
水
面
に
源
氏
物
語
の
内
容
が
浮
か
ん
だ
と
す
る
説
が
伝
播
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
心
敬
は
こ
の
説
を
知
り
そ
れ
に

よ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、『
源
氏
一
部
抜
書
』
で
は
、

　
　

 

〜
し
き
ぶ
い
し
山
の
か
ん
お
ん
に
ま
い
り
て
一
七
か
こ
の
事
を
き
せ
ひ
申
け
る
そ
の
し
る
し
に
湖
水
の
な
み
の
う
へ
に
六
十
の
ま
き
な

ら
ひ
の
し
た
ひ
の
こ
ゝ
ろ
こ
と
葉
の
う
か
ひ
た
り
け
る
を
み
た
ま
ひ
て
か
き
侍
る
と
か
や

と
の
記
述
が
あ
る
。『
源
氏
一
部
抜
書
』
は
、連
歌
作
成
用
に
、源
氏
物
語
の
巻
々
の
和
歌
と
本
文
を
抜
き
書
き
、寄
合
も
記
し
た
書
で
あ
り
、

中
野
幸
一
氏
は
、『
源
氏
一
部
抜
書
』
は
、
兼
載
の
源
氏
研
究
書
と
し
て
松
井
簡
治
氏
が
言
及
し
た
が
所
在
不
明
と
な
っ
て
い
た
『
源
氏
物

語
抄
』
と
考
え
て
よ
い
も
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
心
敬
は
『
芝
草
句
内
岩
橋
下
』
に
お
い
て
も
、
同
じ
逸
話
を
も
と
に
歌
を
詠
み
、
自
注
で
説
明
し
て
い
る
。
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湖
上
眺
望

　
　

く
ち
せ
じ
な
う
つ
す
硯
の
石
山
や
う
か
び
し
海
の
遠
き
言
の
葉

　
　
　
　

彼
六
十
帖
の
、
湖
水
の
月
に
う
か
び
し
事
を

「
湖
上
眺
望
」
題
（
ま
た
は
「
湖
眺
望
」（『
心
敬
十
躰
和
歌
』））
で
、
心
敬
の
よ
う
な
石
山
と
か
ら
め
て
の
詠
は
管
見
に
入
ら
な
い
。
和
歌

に
ま
で
源
氏
梗
概
書
に
付
さ
れ
た
逸
話
を
詠
む
心
敬
独
特
の
手
法
は
、
注
目
に
値
す
る
。
↓
伊
藤
伸
江
「
心
敬
発
句
考
―
『
芝
草
句
内
岩
橋

上
』
の
『
源
氏
物
語
』
関
係
句
―
」（『
文
学
・
語
学
』
第
二
二
二
号
・
平
成
二
九
・
四
）

　

ま
た
金
子
元
臣
氏
蔵
『
源
概
集
』
に
心
敬
の
跋
が
あ
る
こ
と
が
、
稲
賀
敬
二
氏
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
稲
賀
敬
二
『
源
氏
物
語
の
研
究
成

立
と
伝
流
補
訂
版
』（
昭
和
58
・
笠
間
書
院
））。
心
敬
は
、
梗
概
書
類
を
保
持
し
、
様
々
な
源
氏
物
語
関
連
の
言
説
を
使
用
し
て
発
句
に
し
た
て

た
こ
と
が
わ
か
る
。

【
他
出
文
献
】
心
玉
集
（
静
）
843
、
心
玉
集
（
野
）
269
、
芝
草
句
内
発
句
308

【
現
代
語
訳
】

時
雨
て
い
る
こ
と
よ
。
秋
の
こ
の
琵
琶
湖
の
水
面
に
は
、
か
つ
て
紫
式
部
の
面
前
に
言
の
葉
が
浮
か
ん
だ
よ
う
に
、
木
の
葉
が
散
り
浮
か
ん

で
い
る
。石

山
で
詠
ん
だ
発
句
で
す
の
で
、
源
氏
物
語
の
巻
々
が
、
湖
水
に
浮
か
ん
だ
な
ど
と
い
っ
た
こ
と
に
よ
せ
て
詠
み
ま
し
た
。

〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞

【
翻
刻
】

あ
さ
露
そ
木
葉
に
な
さ
ぬ
さ
夜
時
雨

　
　

夜
の
ほ
と
は
さ
な
か
ら
雨
木
葉
わ
か
さ
り
し
に

　
　

お
き
い
て
ゝ
朝
露
を
見
て
時
雨
な
り
け
り
と
見
侍
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
か
り
也
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【
校
異
】

あ
さ
露
そ
―
あ
さ
露
の
（
文
）、
朝
露
そ
（
明
）　

さ
夜
時
雨
―
小
夜
時
雨
（
明
）　

ほ
と
は
―
程
は
（
文
）　

わ
か
さ
り
し
に
―
聞
分
さ
り
し

に
（
明
）　

お
き
い
て
ゝ
―
お
き
出
て
（
文
）、
起
ゐ
て
（
明
）　

朝
露
を
見
て
―
露
を
見
て
（
明
）　

時
雨
―
し
く
れ
（
文
）　

見
侍
る
は
か

り
也
―
見
侍
計
也
（
文
）、
し
れ
る
を
（
明
）

〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞

【
本
文
】

61
、
朝
露
ぞ
木
の
葉
に
な
さ
ぬ
小
夜
時
雨

　
　
　

夜
の
ほ
ど
は
、
さ
な
が
ら
、
雨
・
木
の
葉
分
か
ざ
り
し
に
、

　
　
　

起
き
出
で
て
朝
露
を
見
て
、
時
雨
な
り
け
り
と
見
侍
る
ば
か
り
な
り
。

【
語
釈
】
◯
朝
露
…
こ
こ
で
は
夜
時
雨
が
降
っ
た
後
に
残
る
水
滴
を
朝
露
と
見
る
。「
い
ろ
い
ろ
の
あ
き
の
は
や
し
に
と
り
の
ゐ
て
／
よ
る

の
し
ぐ
れ
の
し
る
き
あ
さ
つ
ゆ
」（
難
波
田
千
句
第
二
百
韻
・
51
／
52
）。
◯
木
の
葉
に
な
さ
ぬ
…
木
の
葉
が
散
る
音
だ
と
聞
き
な
さ
な
い
。

夜
の
間
聞
こ
え
て
い
た
音
を
、
木
の
葉
の
落
ち
る
音
か
雨
音
か
と
迷
っ
て
い
た
が
、
朝
、
露
を
見
て
、
木
の
葉
の
音
で
は
な
か
っ
た
と
わ
か
っ

た
、
と
い
う
こ
と
。
木
の
葉
の
散
る
音
と
時
雨
が
降
る
音
が
聞
き
分
け
ら
れ
な
い
様
子
は
、
多
く
和
歌
に
詠
ま
れ
る
。「
ま
ば
ら
な
る
ま
き

の
い
た
や
に
お
と
は
し
て
も
ら
ぬ
時
雨
や
こ
の
は
な
る
ら
ん
」（
千
載
集
・
冬
・
崇
徳
院
に
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
け
る
と
き
、
落
葉
の
う
た

と
て
よ
め
る
・
藤
原
俊
成
・
404
）。「
木
葉
ち
る
と
ば
か
り
き
き
て
や
み
な
ま
し
も
ら
で
時
雨
の
山
め
ぐ
り
せ
ば
」（
千
載
集
・
冬
・
時
雨
の

う
た
と
て
よ
み
侍
り
け
る
・
仁
和
寺
後
入
道
法
親
王
覚
性
・
405
）。
◯
小
夜
時
雨
…
夜
の
間
に
降
る
時
雨
。
こ
の
発
句
は
、
芝
草
句
内
発
句
に

入
る
こ
と
か
ら
、
東
国
下
向
以
前
の
句
と
考
え
ら
れ
る
が
、
和
歌
に
も
、
ま
た
例
句
の
よ
う
に
東
国
下
向
後
の
付
合
に
も
詠
ん
で
い
る
、
心

敬
好
み
の
語
。「
き
き
わ
ぶ
る
ね
覚
の
床
の
さ
夜
時
雨
ふ
る
程
よ
り
も
ぬ
る
る
袖
か
な
」（
新
続
古
今
集
・
冬
・
616
・
前
大
僧
正
満
意
）。「
さ

夜
時
雨
う
き
た
る
夢
は
跡
も
な
き
枕
の
月
に
残
る
雲
か
な
」（
心
敬
集
・
暁
時
雨
・
375
）。「
す
ぐ
る
も
さ
び
し
松
の
下
陰
／
あ
ま
も
き
け
磯

の
ね
覚
の
さ
夜
時
雨
」（
吾
妻
辺
云
捨
・
531
／
532
、
竹
林
抄
・
雑
連
歌
上

1101
に
も
入
る
）。
◯
さ
な
が
ら
…
ま
る
っ
き
り
。
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【
他
出
文
献
】
竹
林
抄

1771
、
心
玉
集
（
静
）
838
、
芝
草
句
内
発
句
310
、
大
発
句
帳

5800
、
心
玉
集
（
野
）
268
（「
朝
露
は
木
葉
に
な
ら
ぬ
小
夜

時
雨
」）

【
補
説
】『
竹
林
抄
之
注
』
は
「
夜
も
す
が
ら
時
雨
る
ゝ
を
、木
の
葉
の
音
と
き
ゝ
し
か
、今
朝
露
を
見
て
、時
雨
に
て
有
け
る
よ
と
思
し
也
」、

『
竹
聞
』
は
「
夜
ハ
木
葉
ト
思
ひ
し
ヲ
、
露
ニ
テ
實
ノ
時
雨
ト
知
也
」
と
記
す
。

　

こ
の
自
注
も
55
句
同
様
「
〜
ば
か
り
也
」
と
短
く
記
す
。
後
に
『
竹
林
抄
』
に
入
る
句
で
も
あ
り
、速
や
か
な
理
解
を
兼
載
側
に
求
め
る
、

発
句
の
作
意
へ
の
自
負
が
感
じ
ら
れ
る
か
。

【
現
代
語
訳
】

朝
露
が
置
い
て
い
る
こ
と
だ
。
こ
の
朝
露
を
見
て
、
夜
の
間
、
木
の
葉
の
散
り
落
ち
る
音
な
の
か
、
時
雨
の
雨
音
な
の
か
、
わ
か
ら
な
か
っ

た
あ
の
音
は
、
木
の
葉
の
落
ち
る
音
で
は
な
い
と
わ
か
っ
た
。
夜
の
間
の
時
雨
の
音
で
あ
っ
た
の
だ
。

夜
の
う
ち
は
、
ま
っ
た
く
、
雨
音
と
も
木
の
葉
の
散
り
落
ち
る
音
と
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
朝
に
な
っ
て
起
き
出
し
て
朝
露
が
降

り
て
い
る
の
を
見
て
、
時
雨
で
あ
っ
た
の
だ
と
見
て
い
る
、
た
だ
そ
れ
だ
け
の
句
で
ご
ざ
い
ま
す
。

〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞

【
翻
刻
】

川
水
の
も
み
ち
は
山
の
し
く
れ
か
な

　
　

遠
水
に
な
か
れ
い
て
た
る
落
葉
を
見
て
深
山
の

　
　

時
雨
け
る
ほ
と
を
し
れ
る
風
躰
也　

か
の

　
　

た
つ
た
河
紅
葉
ゝ
な
か
る
の
名
哥
を
う
ら
や
み
侍
り

【
校
異
】

川
水
―
河
水
（
文
、
明
）　

も
み
ち
―
紅
葉
（
明
）　

山
―
や
ま
（
文
）　

し
く
れ
―
時
雨
（
文
、
明
）　

遠
水
に
な
か
れ
い
て
た
る
―
遠
く
水

に
な
か
れ
出
た
る
（
文
）、
遠
水
に
な
か
れ
出
た
る
（
明
）　

ほ
と
を
―
程
を
（
文
）　

か
の
た
つ
た
河
紅
葉
ゝ
な
か
る
の
名
哥
―
龍
田
河
栬
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葉
な
か
る
名
哥
（
文
）、
も
み
ち
葉
な
か
る
神
な
ひ
の
名
哥
（
明
）　

う
ら
や
み
侍
り
―
う
ら
や
み
侍
る
也
（
文
）

〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞

【
本
文
】

62
、
川
水
の
紅
葉
は
山
の
時
雨
か
な

　
　
　

遠
水
に
流
れ
い
で
た
る
落
葉
を
見
て
、
深
山
の
時
雨
け
る
ほ
ど
を
し
れ
る
風
体
な
り
。
か
の
、

　
　
　

竜
田
川
紅（
も
み
ぢ
ば
）

葉
葉
流
る
の
名
歌
を
う
ら
や
み
侍
り
。

【
語
釈
】
◯
川
水
…
川
を
流
れ
て
い
る
水
。「
明
わ
た
り
た
る
川
水
の
色
／
鵜
飼
舟
か
が
り
ほ
ど
な
く
く
だ
る
夜
に
」（
竹
林
抄
・
雑
連
歌
上
・

専
順
・

1090
）。
◯
川
水
の
紅
葉
…
川
の
水
に
散
り
浮
い
た
紅
葉
。
こ
こ
は
、
自
注
か
ら
、
深
山
で
紅
葉
し
、
川
上
で
散
り
落
ち
て
、
川
下
に

遠
く
流
れ
き
た
紅
葉
で
あ
る
。「
大
井
河
水
の
流
も
み
え
ぬ
ま
で
ち
る
紅
葉
ば
の
う
か
ぶ
け
ふ
か
な
」（
新
拾
遺
集
・
冬
・「
寛
治
五
年
十
月

白
川
院
大
井
川
に
御
幸
せ
さ
せ
給
う
て
、
落
葉
満
水
と
い
ふ
こ
と
を
よ
ま
せ
給
う
け
る
に
つ
か
う
ま
つ
り
け
る
」・
権
中
納
言
俊
忠
・
588
）。

◯
時
雨
…
秋
冬
に
降
る
雨
。
木
の
葉
を
紅
葉
さ
せ
、
散
ら
す
も
の
と
さ
れ
る
↓
59
語
釈
。「
竜
田
川
し
ぐ
れ
も
こ
こ
に
な
が
る
め
り
ち
る
紅

葉
葉
の
ふ
か
き
み
か
さ
に
」（
柏
玉
集
・
時
雨
・

1040
）。
◯
時
雨
か
な
…
心
敬
に
は
、
時
雨
に
こ
と
よ
せ
て
世
の
様
や
み
ず
か
ら
の
人
生
を
ふ

り
か
え
る
句
が
多
い
。「
め
ぐ
る
間
を
思
へ
ば
去
年
の
時
雨
哉
」（
竹
林
抄
・「
東
へ
下
り
侍
り
し
次
の
年
、
初
冬
の
比
、
時
雨
を
」・

1779
・
心

敬
）、「
雲
は
猶
定
あ
る
世
の
時
雨
か
な
」（
竹
林
抄
・

1782
・
心
敬
）。
◯
遠え
ん

水す
い

…
遠
く
に
あ
る
水
。
自
注
に
「
遠
水
」
と
い
う
漢
語
を
用
い
る

心
敬
の
感
覚
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
文
明
二
年
五
月
に
宗
祇
に
与
え
た
『
所
々
返
答
』
第
三
状
で
も
、
深
く
句
を
思
案
す
る

際
の
た
と
え
と
し
て
こ
の
語
を
使
用
し
て
い
る
。「
た
だ
、
い
か
ば
か
り
も
心
を
し
づ
め
て
姿
言
葉
に
思
ひ
を
か
け
、
わ
が
句
の
こ
と
は
り

を
は
な
れ
て
、
よ
そ
に
の
き
侍
て
遠
水
を
な
が
め
、
秋
の
露
を
見
侍
ら
ん
ご
と
く
の
工
夫
、
大
切
な
る
べ
く
哉
」（
所
々
返
答
第
三
状
）。
◯

竜
田
川
紅
葉
葉
流
る
…
古
今
集
284
番
歌
「
た
つ
た
河
も
み
ぢ
ば
流
る
神
な
び
の
み
む
ろ
の
山
に
時
雨
ふ
る
ら
し
」（
詠
み
人
し
ら
ず
歌
）
を

さ
す
。
竜
田
川
に
紅
葉
が
流
れ
て
い
る
の
は
、
上
流
に
あ
る
三
室
山
に
時
雨
が
降
っ
て
木
の
葉
が
散
っ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
と
い
う
推
定
の

歌
。
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【
他
出
文
献
】
芝
草
句
内
発
句
（
吾
妻
下
向
発
句
草
）
579

【
補
説
】「
吾
妻
下
向
発
句
草
」
の
配
列
か
ら
文
明
二
年
秋
の
句
と
な
る
。

【
現
代
語
訳
】

川
水
を
紅
葉
が
流
れ
て
い
る
の
は
、
山
に
時
雨
が
降
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
な
あ
。

遠
く
の
水
ま
で
流
れ
出
て
き
た
落
葉
を
見
て
、
深
山
が
時
雨
て
い
る
そ
の
様
子
を
知
っ
た
と
い
う
風
体
で
あ
る
。
あ
の
、「
竜
田
川

も
み
ぢ
葉
流
る
」
の
名
歌
を
う
ら
や
み
ま
し
て
（
詠
ん
で
い
ま
す
）。

〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞

【
翻
刻
】

く
も
る
夜
は
月
に
見
ゆ
へ
き
こ
ゝ
ろ
哉

　
　

月
を
あ
は
れ
ふ
人
の
な
さ
け
の
浅
深
を
は
く
も
る

　
　

夜
そ
空
に
月
は
わ
き
侍
る
ら
ん
と
思
ひ
い
れ
ぬ
心
を

　
　

は
ち
侍
る
な
り

【
校
異
】

く
も
る
―
曇
（
明
）　

見
ゆ
へ
き
こ
ゝ
ろ
哉
―
見
ゆ
へ
き
こ
ゝ
ろ
か
な
（
文
）、
み
ゆ
へ
き
心
哉
（
明
）　

あ
は
れ
ふ
―
憐
む
（
明
）　

な
さ
け

―
情
（
文
）、
心
（
明
）　

く
も
る
―
曇
る
（
明
）　

わ
き
侍
る
ら
ん
―
わ
き
侍
ら
ん
（
文
）　

い
れ
ぬ
―
入
ぬ
（
明
）　

は
ち
侍
る
な
り
―
耻

侍
り
（
文
）、
耻
侍
る
也
（
明
）

〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞

【
本
文
】

63
、
く
も
る
夜
は
月
に
見
ゆ
べ
き
心
か
な

　
　
　

月
を
あ
は
れ
ぶ
人
の
な
さ
け
の
浅
深
を
ば
、
く
も
る
夜
ぞ
空
に
月
は
分
き
侍
る
ら
ん
と
、
思
ひ
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入
れ
ぬ
心
を
は
ぢ
侍
る
な
り
。

【
語
釈
】

◯
く
も
る
夜
は
…
曇
っ
て
い
て
月
が
見
え
な
い
夜
は
。「
月
か
げ
を
ま
つ
山
の
は
の
く
も
る
夜
は
人
に
い
ふ
べ
き
い
つ
は
り
も
な
し
」（
洞
院

摂
政
家
百
首
・
恋
・
大
納
言
四
条
坊
門
・

1005
）。「
し
ろ
き
や
く
も
の
ひ
と
へ
た
つ
ら
む
／
く
も
る
よ
は
こ
こ
ろ
そ
つ
く
る
つ
き
の
か
け
」（
称

名
寺
連
歌
・
24
／
25
）。
◯
月
に
見
ゆ
…
月
に
よ
っ
て
見
ら
れ
る
。「
ふ
す
か
と
ば
か
り
夜
こ
そ
ふ
け
ぬ
れ
／
ま
つ
空
を
月
に
み
ゆ
と
も
名
や

た
た
む
」（
下
草
（
金
子
本
）・
恋
・
625
／
626
）。
◯
月
を
あ
は
れ
ぶ
…
月
を
趣
深
く
見
つ
め
る
。「
花
は
さ
か
り
に
、
月
は
く
ま
な
き
を
の
み

見
る
も
の
か
は
。
雨
に
向
か
ひ
て
月
を
恋
ひ
、
垂
れ
こ
め
て
春
の
行
方
も
知
ら
ぬ
も
、
猶
あ
は
れ
に
、
な
さ
け
深
し
」（
徒
然
草
第

百
三
十
七
段
）。
◯
分
き
…
判
別
す
る
。
◯
思
ひ
入
れ
…
深
く
心
に
と
ど
め
る
こ
と
。

【
他
出
文
献
】
竹
林
抄

1733
、
心
玉
集
（
野
）
313
、
心
玉
集
拾
遺
（
静
）

1748
、
芝
草
句
内
発
句
（
吾
妻
下
向
発
句
草
）
441
、
大
発
句
帳

5016
、
於

関
東
発
句
付
句
211

【
補
説
】『
於
関
東
発
句
付
句
』
の
配
列
、
前
書
き
か
ら
応
仁
元
年
八
月
十
五
日
の
詠
。

【
現
代
語
訳
】

曇
っ
て
い
て
月
が
見
え
な
い
夜
は
、
か
え
っ
て
月
に
見
ら
れ
て
し
ま
う
、
月
を
思
う
人
の
心
で
あ
る
こ
と
だ
。

月
を
趣
深
く
思
う
人
の
、
そ
の
思
い
の
浅
さ
深
さ
こ
そ
は
、
曇
る
夜
に
こ
そ
、
空
で
月
は
見
分

け
て
い
る
で
し
ょ
う
と
思
い
至
ら
な
い
気
持
ち
を
、
恥
じ
て
い
る
の
で
す
。

〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞

【
翻
刻
】

山
の
は
に
は
つ
し
ほ
は
こ
へ
秋
の
海

　
　

海
の
は
つ
し
ほ
に
は
山
の
色
の
を
く
れ
て
を
そ
き

　
　

こ
と
を
申
侍
り
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【
校
異
】

山
の
は
―
山
の
端
（
明
）　

は
つ
し
ほ
―
初
し
ほ
（
文
）、
初
塩
（
明
）　

秋
の
海
―
秋
の
う
み
（
文
）　

海
の
は
つ
し
ほ
に
は
―
海
の
初
し
ほ

と
は
（
文
）、
海
の
初
塩
に
は
（
明
）　

を
そ
き
こ
と
を
―
遅
き
事
を
（
文
、
明
）　

申
侍
り
―
申
侍
也
（
文
）、
無
念
と
也
、
は
こ
ふ
は
し
ほ

と
い
へ
る
に
よ
り
て
也
（
明
）

〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞

【
本
文
】

64
、
山
の
端
に
初
し
ほ
は
こ
べ
秋
の
海

　
　
　

海
の
初
し
ほ
に
は
山
の
色
の
お
く
れ
て
お
そ
き
こ
と
を
申
し
侍
り
。

【
語
釈
】
◯
初
し
ほ
…
「
初
潮
」
は
秋
の
大
潮
。
旧
暦
八
月
十
五
日
の
大
潮
を
言
う
。
ま
た
、「
初
入
」
で
、
は
じ
め
て
染
料
に
染
物
を
浸

す
こ
と
。
そ
こ
か
ら
、
草
木
の
葉
が
色
づ
き
は
じ
め
る
こ
と
を
も
い
う
。「
た
つ
た
ひ
め
し
ぐ
れ
ぬ
さ
き
の
は
つ
し
ほ
は
な
に
に
そ
め
た
る

み
ね
の
も
み
ぢ
ぞ
」（
続
古
今
集
・
秋
下
・
503
・
正
三
位
基
雅
）。「
浅
み
ど
り
は
つ
し
ほ
そ
む
る
春
雨
に
野
な
る
草
木
ぞ
色
ま
さ
り
け
る
」（
風

雅
集
・
春
中
・
112
・
土
御
門
院
）。「
う
ら
な
れ
ぬ
人
の
か
ざ
し
を
見
る
ぶ
さ
に
初
し
ほ
か
か
る
秋
の
袖
か
な
」（
草
根
集
・
初
見
恋
・

7103
）。「
入

江
の
水
ぞ
あ
き
を
ひ
た
せ
る
／
は
る
〴
〵
と
く
も
る
初
塩
空
か
け
て
／
き
の
ふ
け
ふ
こ
そ
峯
の
色
〳
〵
」（
伊
庭
千
句
第
五
百
韻
・
6
／
7

／
8
・
聴
雪
／
宗
碩
／
宗
長
）。
◯
秋
の
海
…
秋
の
季
節
の
海
。「
月
に
満
つ
夕
潮
寒
し
秋
の
海
」（
筑
紫
道
記
）。
↓
60
【
語
釈
】

【
他
出
文
献
】
心
玉
集
（
野
）
296
、
心
玉
集
拾
遺
（
静
）

1730
、
芝
草
句
内
発
句
（
吾
妻
下
向
発
句
草
）
524

【
補
説
】「
吾
妻
下
向
発
句
草
」
の
配
列
か
ら
文
明
元
年
秋
の
句
で
あ
る
。

【
現
代
語
訳
】

山
の
稜
線
に
は
つ
し
ほ
を
運
ん
で
く
れ
、
秋
の
海
よ
（
そ
う
す
れ
ば
、
山
も
色
づ
い
て
く
る
だ
ろ
う
）。

海
の
は
つ
し
ほ
に
は
、
山
の
紅
葉
の
色
が
遅
れ
て
、
色
づ
き
が
遅
い
こ
と
を
申
し
て
お
り
ま
す
。

〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞
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【
翻
刻
】

春
の
鴈
か
へ
る
は
あ
き
の
花
野
哉

　
　

春
の
花
に
は
い
に
し
に
秋
の
花
に
は
か
へ
り
き
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
は
か
り
也

【
校
異
】

あ
き
の
花
野
哉
―
秋
の
は
な
野
か
な
（
文
）、
秋
の
花
野
哉
（
明
）　

か
へ
り
き
た
る
と
は
か
り
也
―
帰
来
る
と
な
り
（
文
）、
帰
来
と
は
か

り
也
（
明
）

〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞

【
本
文
】

65
、
春
の
鴈
か
へ
る
は
秋
の
花
野
か
な

　
　
　

春
の
花
に
は
去
に
し
に
、
秋
花
に
は
帰
り
来
た
る
と
ば
か
り
な
り
。

【
語
釈
】
◯
春
の
鴈
…
春
に
北
方
に
飛
ん
で
い
く
雁
。
本
来
は
春
の
雁
を
「
帰
る
雁
」
と
言
う
が
、
こ
こ
は
春
の
雁
を
も
と
と
し
て
、
秋
の

雁
に
「
帰
る
」
と
使
っ
て
い
る
の
が
心
敬
の
工
夫
。「
人
な
ら
ば
と
は
ま
し
も
の
を
ち
り
ぬ
べ
き
花
を
見
す
て
て
帰
る
か
り
が
ね
」（
堀
河
百

首
・
帰
雁
・
97
・
藤
原
顕
季
）。
◯
花
野
…
秋
の
草
花
が
咲
き
み
だ
れ
る
野
。
花
野
と
雁
を
同
時
に
詠
み
こ
む
の
は
珍
し
い
。「
白
露
も
色
の

ち
く
さ
に
咲
き
に
け
り
秋
の
花
野
の
さ
か
り
し
ら
れ
て
」（
通
勝
集
・
草
花
露
・

1093
）。「
に
ほ
ひ
か
は
秋
の
花
野
の
朝
く
も
り
」（
心
玉
集（
静
）・

秋
・
804
）。「
雲
に
か
り
つ
ら
な
る
枝
の
は
な
野
か
な
」（
大
発
句
帳
増
補
巻
・
秋
・

5394
・
宗
牧
）。

【
他
出
文
献
】
芝
草
句
内
発
句
（
吾
妻
下
向
発
句
草
）
440
、
於
関
東
発
句
付
句
176

【
補
説
】『
於
関
東
発
句
付
句
』
の
配
列
、
前
書
き
か
ら
応
仁
元
年
八
月
八
日
の
詠
。
心
敬
は
応
仁
元
年
四
月
二
十
八
日
に
京
を
発
ち
、
伊

勢
を
へ
て
武
蔵
国
品
川
に
至
る
。

　

ま
た
、
こ
の
自
注
で
も
「
〜
と
ば
か
り
な
り
」
と
記
す
が
、
こ
の
よ
う
な
言
い
方
で
説
明
を
簡
略
化
し
て
し
ま
う
裏
に
は
、
説
明
を
求
め
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る
相
手
の
立
場
な
り
知
識
の
無
さ
な
り
へ
の
気
配
り
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

【
現
代
語
訳
】

春
の
雁
は
、
帰
っ
て
く
る
時
に
は
秋
の
花
野
の
時
期
で
あ
る
こ
と
よ
。

春
の
花
に
は
、
雁
は
去
っ
て
い
く
の
に
、
秋
の
花
に
は
、
帰
っ
て
く
る
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。

〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞

【
翻
刻
】

菊
に
け
さ
雲
ゐ
の
か
り
の
こ
ゑ
も
か
な

　
　

鴈
な
き
て
菊
の
花
さ
く
秋
と
い
ひ
て
え
ん
な
る

　
　

比
に
申
侍
れ
は
お
な
し
く
は
あ
さ
ほ
ら
け
の
菊
の

　
　

花
に
鴈
の
一
こ
ゑ
を
そ
へ
て
見
侍
ら
は
と
い
へ
り

【
校
異
】

菊
に
け
さ
―
菊
に
今
朝
（
文
、
明
）　

雲
井
の
か
り
の
こ
ゑ
―
雲
井
の
鴈
の
こ
ゑ
（
文
）、
雲
ゐ
の
鴈
の
声
（
明
）　

鴈
な
き
て
―
か
り
鳴
き

て
（
文
）、
鴈
鳴
て
（
明
）　

さ
く
秋
と
い
ひ
て
―
さ
く
秋
と
云
て
（
明
）　

お
な
し
く
は
あ
さ
ほ
ら
け
の
菊
の
花
に
―
朝
朗
の
花
に
お
な
し

く
は
（
明
）　

一
こ
ゑ
―
一
声
（
文
、
明
）　

そ
へ
て
み
侍
ら
は
と
い
へ
り
―
そ
へ
て
見
侍
は
や
と
い
へ
り
（
文
）、
添
て
見
侍
ら
ん
と
に
は

と
也
（
明
）

〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞

【
本
文
】

66
、
菊
に
今
朝
雲
井
の
か
り
の
声
も
が
な

　
　
　

鴈
な
き
て
菊
の
花
咲
く
秋
と
い
ひ
て
艶
な
る
頃
に
申
し
侍
れ
ば
、
お
な
じ
く
は
あ
さ
ぼ
ら
け
の
菊

　
　
　

の
花
に
、
鴈
の
一
声
を
添
へ
て
見
侍
ら
ば
と
い
へ
り
。
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【
語
釈
】
◯
菊
…
題
と
し
て
は
晩
秋
の
題
。
旧
暦
の
九
月
九
日
を
重
陽
の
節
句
と
し
て
、菊
の
着
せ
綿
を
し
、長
寿
を
願
う
。「
秋
の
末
の
心
、

…
菊
」（
連
珠
合
璧
集
）。「
今
朝
み
れ
ば
花
ぶ
さ
お
も
み
さ
く
菊
の
ま
せ
ゆ
ふ
ば
か
り
お
け
る
露
か
な
」（
心
敬
集
・
籬
菊
・
50
）。
◯
今
朝

…
重
陽
の
節
句
で
あ
る
旧
暦
九
月
九
日
の
、
こ
の
今
日
の
朝
。『
新
撰
菟
玖
波
集
』
を
見
る
と
、
次
の
句
に
「
九
月
十
日
」
と
あ
り
、
こ
う

し
た
配
列
順
が
傍
証
と
な
る
。
◯
雲
井
の
雁
…
天
空
に
飛
ぶ
雁
。「
明
が
た
の
雲
井
の
か
り
の
こ
ゑ
は
し
て
と
や
ま
の
霧
に
残
る
月
か
げ
」（
新

後
撰
集
・
秋
上
・
331
・
衣
笠
内
大
臣
）。「
雁
ト
ア
ラ
バ
、
雲
井
」（
連
珠
合
璧
集
）。
◯
鴈
な
き
て
菊
の
花
さ
く
秋
…
伊
勢
物
語
六
十
八
段
の

和
歌
「
雁
な
き
て
菊
の
花
さ
く
秋
は
あ
れ
ど
春
の
海
辺
に
す
み
よ
し
の
浜
」
に
よ
る
。
こ
の
歌
は
、
秋
よ
り
も
春
の
海
辺
を
よ
し
と
し
て
い

る
が
、
心
敬
は
、「
艶
な
る
頃
」
と
秋
の
す
ば
ら
し
さ
の
方
を
と
り
あ
げ
る
。
正
徹
、
正
広
、
実
隆
に
も
、
こ
の
伊
勢
物
語
の
歌
か
ら
秋
の

景
を
詠
む
歌
が
あ
る
。。「
こ
ゑ
た
つ
る
風
も
す
さ
ま
じ
雁
な
き
て
菊
の
花
さ
く
秋
の
浜
松
」（
草
根
集
・
住
吉
法
楽
詠
百
首
・
初
雁
・
849
・

文
安
六
年
三
月
廿
三
〜
廿
七
日
詠
）。「
春
に
や
は
心
う
つ
さ
ん
雁
鳴
き
て
菊
の
花
さ
く
あ
き
の
は
ま
風
」（
松
下
集
・
浜
菊
・
98
）。
な
お
『
伊

勢
物
語
（
正
徹
自
署
・
蜷
川
智
蘊
筆
）』
の
六
十
八
段
に
は
、
和
歌
に
関
し
て
特
に
注
意
す
べ
き
書
き
込
み
は
な
い
。
◯
あ
さ
ぼ
ら
け
…
夜

が
し
ら
む
頃
。
夜
が
ほ
の
ぼ
の
と
明
け
る
頃
。
◯
雁
の
一
声
…
雁
が
一
鳴
き
す
る
声
。『
竹
林
抄
』
所
収
の
本
句
を
注
し
た
、『
竹
林
抄
之
注
』

は
、「
専
ら
秋
の
面
白
き
時
節
な
れ
ば
、
菊
盛
り
の
折
節
、
同
じ
く
は
初
雁
を
も
聞
か
ば
や
と
な
り
」
と
、
秋
に
な
っ
て
初
め
て
飛
来
し
た

雁
の
声
と
と
る
。
初
雁
の
声
な
ら
ば
、
風
情
は
い
や
増
し
に
増
す
で
あ
ろ
う
。
心
敬
集
に
は
、
春
と
冬
の
部
立
で
こ
の
語
を
詠
み
込
ん
だ
歌

が
見
ら
れ
る
。「
さ
夜
ふ
か
く
月
は
か
す
み
て
久
か
た
の
雲
ゐ
に
遠
き
雁
の
一
声
」（
心
敬
集
・
深
夜
帰
雁
・
117
）。

【
他
出
文
献
】
竹
林
抄

1754
（「
菊
を
」）、
新
撰
菟
玖
波
集

3775
、
心
玉
集
（
静
）
844
、
心
玉
集
（
野
）
274
、
芝
草
句
内
発
句
326
、
大
発
句
帳

5374

【
補
説
】『
竹
林
抄
之
注
』
は
「
鴈
鳴
て
草マ
マ

の
花
さ
く
秋
は
あ
れ
ど
」
な
ど
ゝ
よ
み
て
、
專

の
面
白
時
節
な
れ
は
、
菊
さ
か
り
の
折
節
、

同
は
初
鴈
も
き
か
ば
や
と
也
」、『
竹
聞
』
は
「
鴈
ナ
キ
テ
菊
ノ
花
サ
ク
ト
テ
、
秋
ノ
お
も
し
ろ
キ
ニ
い
へ
り
、
ト
テ
モ
ノ
事
ニ
鴈
ヲ
聞
テ
満

足
し
た
キ
ト
也
」
と
注
す
る
。
65
、
66
句
と
春
秋
の
対
比
を
念
頭
に
置
い
た
と
こ
ろ
か
ら
来
る
表
現
で
あ
る
。
た
だ
、
55
、
65
句
で
既
に
見

た
よ
う
に
、
心
敬
は
春
と
秋
を
詠
み
こ
ん
で
も
春
秋
の
優
劣
を
つ
け
る
の
で
は
な
い
。
過
ぎ
去
っ
た
春
を
遠
く
思
い
返
す
こ
と
で
、
秋
の
光

景
を
よ
り
豊
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
、
春
を
低
く
評
価
す
る
意
識
は
見
せ
ず
、
秋
の
す
ば
ら
し
さ
に
目
を
向
け
て
い
る
。
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な
お
、
心
敬
は
注
し
て
は
い
な
い
が
、「
菊
」
か
ら
「
聞
く
」
も
連
想
さ
れ
、「
雁
の
声
」
に
つ
な
が
る
。

【
現
代
語
訳
】

菊
の
節
句
で
あ
る
今
日
九
月
九
日
の
朝
、
菊
の
花
に
、
遠
い
空
の
雲
の
あ
た
り
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
、
雁
の
声
を
添
え
て
聞
い
て
み
た
い
も

の
だ
。「

雁
な
き
て
菊
の
花
さ
く
秋
」
と
い
っ
て
優
美
な
頃
に
申
し
ま
す
の
で
、
同
じ
こ
と
な
ら
ば
、
明
け
方
の
菊
の
花
に
、
雁
の
一
声
を

添
え
て
見
ま
し
た
ら
（
さ
ら
に
す
ば
ら
し
い
で
し
ょ
う
）
と
い
っ
た
の
で
あ
る
。

〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞

【
翻
刻
】

月
さ
ら
に
あ
ひ
な
た
の
め
の
二
夜
か
な

　
　

二
夜
に
う
つ
し
侍
る
こ
ゝ
ろ
の
た
か
ひ
に
侍
れ
は

　
　

こ
そ
か
ゝ
る
二
夜
に
め
く
り
あ
ひ
侍
れ
と
也

【
校
異
】

二
夜
か
な
―
二
葉
哉
（
明
）　

う
つ
し
侍
る
こ
ゝ
ろ
―
う
つ
し
侍
る
心
（
文
）、
う
つ
し
心
（
明
）　

か
か
る
二
夜
に
―
か
へ
る
夜
に
又
（
明
）

　

と
也
―
は
と
也
（
文
）

〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞

【
本
文
】

67
、
月
さ
ら
に
あ
い
な
だ
の
め
の
二
夜
か
な

　
　
　

二
夜
に
う
つ
し
侍
る
心
の
、
た
が
ひ
に
侍
れ
ば
こ
そ
、
か
か
る
二
夜
に
め
ぐ
り
あ
ひ
侍
れ
と
な
り
。

【
語
釈
】

◯
さ
ら
に
…
ま
っ
た
く
。
◯
あ
い
な
だ
の
め
…
あ
て
に
な
ら
な
い
頼
み
。
そ
ら
だ
の
み
。
頼
み
に
な
ら
な
い
こ
と
を
頼
ら
せ
る
こ
と
を
い
う
。

「
更
行
け
ば
あ
い
な
だ
の
め
の
空
に
さ
へ
う
か
り
し
も
の
を
松
風
の
こ
ゑ
」（
逍
遊
集
・
契
待
恋
・

2063
）。「
す
て
え
ぬ
心
恋
に
こ
そ
あ
れ
／
よ
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の
中
は
あ
ひ
な
だ
の
め
を
ほ
だ
し
に
て
」（
壁
草
（
三
手
文
庫
本
）・
恋
上
・

1489
／

1490
）。
こ
こ
は
、
月
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
を
、
恋
人
が
頼

み
に
さ
せ
て
お
き
な
が
ら
や
っ
て
こ
な
い
状
況
を
表
現
す
る
「
あ
い
な
だ
の
め
」
で
表
し
た
。
眺
め
て
も
あ
き
た
ら
な
い
二
夜
の
美
し
い
月

を
恋
人
に
擬
し
て
、
そ
の
月
と
必
ず
会
え
る
と
は
限
ら
な
い
様
を
言
う
こ
と
で
、
万
人
が
心
に
持
つ
、
二
夜
の
月
へ
の
切
な
る
思
慕
を
表
現

し
た
こ
と
に
な
る
。
月
が
な
ん
ら
か
の
事
情
で
眺
め
ら
れ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
月
の
美
を
心
に
持
つ
こ
と
を
示
し
、
む
し
ろ
そ
の
美
を

強
く
打
ち
出
す
、
心
敬
流
の
表
現
。
◯
二
夜
…
二
夜
の
月
。
九
月
十
三
夜
の
月
を
さ
す
。
九
月
十
三
夜
の
月
は
、
八
月
十
五
夜
の
月
に
次
い

で
美
し
い
月
と
し
て
、
広
く
愛
で
ら
れ
た
。「
月
の
名
の
秋
の
二
夜
を
い
つ
よ
り
か
こ
と
に
さ
や
け
き
景
と
云
ひ
け
ん
」（
他
阿
上
人
集
・
秋
・

114
）。
本
書
の
中
で
は
、
56
、
57
に
八
月
十
五
夜
の
月
が
出
て
お
り
、
配
列
順
か
ら
も
こ
の
句
は
九
月
十
三
夜
の
月
を
詠
ん
だ
も
の
。「
天
つ

風
雲
ふ
き
は
ら
へ
な
ほ
年
に
ふ
た
よ
の
月
は
今
宵
ば
か
り
ぞ
」（
月
詣
和
歌
集
・
九
月
十
三
夜
に
月
く
も
り
て
侍
り
け
れ
ば
・
746
・
高
松
宮
）。

「
月
は
猶
照
り
添
ふ
星
の
二
夜
か
な
」（
竹
林
抄
・
発
句
・

1746
・
賢
盛
）。「
高
き
名
を
争
ふ
月
の
二
夜
か
な
」（
新
撰
菟
玖
波
集
・
同
じ
十
三

夜
に
・

3777
・
御
製
）。
◯
二
夜
に
う
つ
し
侍
る
心
…
そ
の
美
し
さ
ゆ
え
に
、
八
月
十
五
夜
の
月
に
向
け
た
期
待
を
、
十
五
夜
が
過
ぎ
た
後
に
、

あ
ら
た
め
て
九
月
十
三
夜
の
月
に
う
つ
し
て
期
待
を
持
つ
気
持
ち
。

【
他
出
文
献
】
芝
草
内
連
歌
合
（
天
）

2603
、
芝
草
内
連
歌
合
（
松
）
67
、
芝
草
句
内
発
句
（
吾
妻
下
向
発
句
草
）
528
、

【
補
説
】「
吾
妻
下
向
発
句
草
」
の
配
列
か
ら
文
明
元
年
秋
の
句
。

こ
の
句
よ
り
四
句
分
は
、
岩
下
紀
之
氏
所
蔵
句
集
切
が
存
在
す
る
（
岩
下
紀
之
「
連
歌
切
五
点
」（「
愛
知
淑
徳
大
学
論
集
」
37
・

2012
・
3
））。

岩
下
氏
の
論
に
は
、
句
集
切
の
紹
介
、
写
真
掲
載
と
翻
刻
が
な
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
句
集
切
の
該
当
す
る
部
分
の
翻
刻
を
再
掲
す
る
。

月
さ
ら
に
あ
ひ
な
た
の
め
の
二
夜
か
な

二
夜
に
う
つ
し
侍
る
心
の
た
か
ひ
に

侍
れ
は
こ
そ
か
ゝ
る
夜
に
又
め
く
り
あ
ひ
侍
れ
と
也

※
二
行
目
「
侍
る
」
に
見
せ
ケ
チ
（
写
真
の
み
で
は
切
の
性
質
上
読
解
し
難
い
）
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【
現
代
語
訳
】

八
月
十
五
夜
の
月
は
、
思
い
が
か
な
わ
ず
見
え
な
か
っ
た
。
そ
の
分
、
月
が
ど
ん
な
に
美
し
い
で
あ
ろ
う
と
さ
ら
に
期
待
し
て
待
っ
て
い
た

九
月
十
三
夜
の
今
夜
も
、
ま
っ
た
く
そ
の
美
し
さ
を
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
夜
と
な
っ
た
こ
と
だ
よ
（
心
に
そ
の
美
し
さ
を
思
い
慕
う

ば
か
り
な
の
だ
）。

八
月
十
五
夜
か
ら
、
九
月
十
三
夜
の
月
に
心
を
移
し
た
の
に
、
思
い
と
違
っ
て
し
ま
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
夜
に
ま
た
め
ぐ
り
あ
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞

【
翻
刻
】

よ
る
浪
か
す
わ
ま
に
た
て
る
菊
の
花

　
　

古
今
集
に
す
は
ま
に
菊
う
へ
た
る
か
た
を
作

　
　

た
る
に
か
の
御
詠
を
あ
そ
は
し
侍
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
き
あ
け
に
た
て
る
し
ら
菊
は

【
校
異
】

よ
る
波
か
―
よ
る
浪
か
（
明
）　

す
わ
ま
に
た
て
る
―
す
は
ま
に
た
て
る
（
文
）、
洲
浜
に
立
る
（
明
）　

古
今
集
に
―
古
今
集
に
も
（
明
）　

う
へ
た
る
―
植
た
る
（
明
）　

か
の
御
詠
を
―
彼
句
（
文
）、
菅
家
の
御
詠
を
（
明
）、
あ
そ
は
し
侍
り
―
詠
合
侍
り
（
文
）、
あ
そ
は
し
侍
る

と
い
へ
は
（
明
）　

ふ
き
あ
け
に
た
て
る
し
ら
菊
は
―
吹
上
に
た
て
る
し
ら
菊
は
（
文
）、
浦
風
の
吹
上
に
た
て
る
白
菊
は
花
か
あ
ら
ぬ
か
浪

の
よ
す
る
か
（
明
）

〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞
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【
本
文
】

68
、
よ
る
波
か
州
浜
に
立
て
る
菊
の
花

　
　
　

古
今
集
に
、
州
浜
に
菊
植
ゑ
た
る
か
た
を
作
り
た
る
に
か
の
御
詠
を
あ
そ
ば
し
侍
り
。
吹
上
に

　
　
　

立
て
る
白
菊
は
。

【
語
釈
】

◯
州
浜
…
曲
線
を
描
い
て
洲
が
出
入
り
し
て
い
る
海
浜
の
こ
と
。
ま
た
海
に
突
き
出
た
洲
を
か
た
ど
り
、
鶴
亀
な
ど
の
飾
り
を
つ
け
た
台
を

も
い
う
。
◯
古
今
集
に
〜
あ
そ
ば
し
侍
り
…
古
今
集
秋
下
、
272
番
、
菅
原
道
真
詠
「
お
な
じ
御
時
せ
ら
れ
け
る
き
く
あ
は
せ
に
、
す
は
ま
を

つ
く
り
て
菊
の
花
う
ゑ
た
り
け
る
に
く
は
へ
た
り
け
る
う
た
、
ふ
き
あ
げ
の
は
ま
の
か
た
に
き
く
う
ゑ
た
り
け
る
に
よ
め
る　

秋
風
の
吹
き

あ
げ
に
た
て
る
白
菊
は
花
か
あ
ら
ぬ
か
浪
の
よ
す
る
か
」
を
さ
す
。「
お
な
じ
御
時
せ
ら
れ
け
る
菊
合
」
と
は
、
寛
平
御
時
菊
合
の
こ
と
。

寛
平
御
時
菊
合
は
、
寛
平
年
間
（
889
〜
898
）
初
頃
に
行
わ
れ
た
趣
向
を
こ
ら
し
た
菊
と
歌
を
競
う
催
し
。
こ
の
菊
合
の
州
浜
は
、
名
所
を
か

た
ど
り
、菊
を
植
え
て
あ
り
、道
真
の
歌
に
詠
ま
れ
た
の
は
、吹
上
の
浜
を
模
し
て
菊
を
植
え
た
州
浜
で
あ
っ
た
。『
芝
草
句
内
岩
橋
下
』
に
、

「
川
辺
菊
花
」
題
で
、「
大
井
川
汀
の
菊
の
一
も
と
に
思
ひ
あ
は
す
る
い
に
し
へ
の
秋
」
の
歌
が
あ
り
、「
寛
平
御
時
の
菊
合
の
花
も
つ
と
も

此
大
井
川
の
菊
な
ど
い
で
け
れ
ば
、
汀
の
花
を
見
て
、
む
か
し
の
御
あ
そ
び
を
思
合
侍
る
と
也
」
と
あ
る
。
◯
吹
上
…
吹
上
の
浜
。
紀
伊
国
、

現
在
の
和
歌
山
県
南
あ
わ
じ
市
、
紀
ノ
川
河
口
左
岸
の
湊
か
ら
雑
賀
に
か
け
て
の
海
。

【
他
出
文
献
】
心
玉
集
（
静
）
858
、
心
玉
集
（
野
）
288
、
芝
草
句
内
発
句
334

【
補
説
】
前
句
同
様
、
岩
下
氏
の
論
か
ら
、
句
集
切
の
翻
刻
部
分
を
再
掲
す
る
。

よ
る
浪
か
す
は
ま
に
た
て
る
菊
の
花

古
今
の
集
に
す
は
ま
に
菊
う
へ
た
る

か
た
を
作
た
る
に
か
の
御
詠
を
あ
そ　

は
し
侍
り
吹
上
に
た
て
る
し
ら
菊
は
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【
現
代
語
訳
】

浜
に
寄
る
白
波
な
の
で
あ
ろ
う
か
…
波
と
み
ま
が
う
ば
か
り
だ
よ
、
州
浜
に
立
っ
て
い
る
白
菊
の
花
は
。

古
今
集
に
、
州
浜
に
菊
を
植
え
て
あ
る
様
子
を
作
っ
て
い
る
、
そ
の
様
子
に
つ
い
て
、（
道
真
公
が
）
あ
の
御
歌
を
御
詠
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。
吹
上
の
浜
に
立
っ
て
い
る
白
菊
で
す
。

〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞

【
翻
刻
】

　

秋
は
今
す
ゑ
つ
む
色
の
し
た
葉
か
な

　
　

く
れ
な
ゐ
と
い
へ
る
心
を
す
ゑ
つ
む
に
て
ふ
く
ま
せ

　
　

侍
り
秋
の
末
な
れ
は
こ
と
は
の
え
ん
よ
ろ
し
く
哉

【
校
異
】

　

秋
は
今
―
秋
は
い
ま
（
文
）　

す
ゑ
つ
む
色
の
―
末
摘
色
の
（
明
）　

し
た
葉
か
な
―
下
葉
か
な
（
文
）、
下
葉
哉
（
明
）　

く
れ
な
ゐ
―
紅

（
文
、
明
）　

す
ゑ
つ
む
に
て
―
末
摘
に
て
（
文
）、
末
つ
む
に
て
（
明
）　

ふ
く
ま
せ
侍
り
―
ふ
く
ま
せ
侍
る
（
明
）　

秋
の
末
な
れ
は
―
秋

の
末
な
と
ゝ
（
明
）　

こ
と
は
の
え
ん
よ
ろ
し
く
哉
―
詞
の
え
ん
よ
ろ
し
く
や
（
文
）、
い
ひ
な
か
す
詞
よ
ろ
し
く
や
（
明
）

〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞

【
本
文
】

69
、
秋
は
今
末
摘
色
の
下
葉
か
な

　
　
　

紅
と
い
へ
る
心
を
末
摘
に
て
含
ま
せ
侍
り
。
秋
の
末
な
れ
ば
こ
と
ば
の
縁
よ
ろ
し
く
や
。

【
語
釈
】

◯
末
摘
色
…
末
摘
花
（
紅
花
）
の
色
。
紅
色
。「
末
摘
色
」
は
他
に
例
が
見
え
な
い
。
造
語
か
。『
源
概
抄
』
に
「
く
れ
な
ゐ
は
花
の
す
ゑ
あ

か
き
も
の
な
り
、
す
え
を
つ
み
て
と
る
な
り
、
此
心
に
す
ゑ
つ
む
と
い
ふ
」
と
あ
り
、
紅
を
末
摘
と
呼
ん
で
い
る
。
ま
た
『
源
氏
小
鏡
』
に
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は
、
巻
名
を
「
す
ゑ
つ
む
」
と
す
る
も
の
も
あ
る
。「
う
ら
み
て
だ
に
も
君
し
た
ふ
色
／
ち
ぎ
り
は
や
末
つ
む
花
の
か
ら
衣
」（
北
畠
家
連
歌

合
・
一
四
二
番
左
・
参
議
具
茂
）。「
紅
葉
ち
る
か
げ
は
末
摘
花
野
か
な
」（
専
順
等
日
発
句
・
十
月
5
・
専
順
）。
◯
秋
は
今
…
世
は
お
し
な

べ
て
秋
の
景
色
だ
が
、
今
こ
の
時
に
は
。「
今
」
は
「
末
」
に
続
く
。「
秋
は
今
袖
よ
り
露
の
落
添
て
／
時
雨
に
な
り
ぬ
長
月
の
そ
ら
」（
熊

野
千
句
第
二
百
韻
・
31
／
32
・
頼
宣
／
専
順
）。

【
他
出
文
献
】
心
玉
集
（
静
）
849
、
心
玉
集
（
野
）
275
、
芝
草
句
内
発
句
323
、

【
補
説
】
同
様
に
、
岩
下
氏
の
論
か
ら
、
句
集
切
の
該
当
す
る
部
分
を
再
掲
す
る
。

秋
は
い
ま
す
ゑ
つ
む
色
の
し
た
葉
か
な

紅
と
い
へ
る
心
を
す
ゑ
つ
む
に
て
ふ
く

ま
せ
侍
り
秋
の
す
ゑ
な
れ
は
こ
の
葉

の
え
ん
よ
ろ
し
く
や

【
現
代
語
訳
】

秋
は
今
い
よ
い
よ
終
わ
り
に
近
づ
き
、
木
々
は
下
の
方
の
葉
か
ら
紅
色
に
紅
葉
し
て
い
る
こ
と
よ
。

紅
と
い
う
意
味
を
「
末
摘
」
で
含
ま
せ
て
い
ま
す
。
秋
の
末
な
の
で
、
言
葉
の
縁
が
う
ま
く
あ
る
か
と
。

〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞

【
翻
刻
】

水
を
さ
へ
掬
す
る
花
の
な
か
れ
か
な

　
　

き
く
す
る
と
い
へ
る
を
菊
に
と
り
な
し
侍
り　

花

　
　

ゆ
へ
水
を
う
け
た
る
と
も
む
す
へ
る
と
も
い
へ
り

【
校
異
】

な
か
れ
か
な
―
流
哉
（
明
）　

い
へ
る
を
―
い
へ
る
心
を
（
文
）　

と
り
な
し
侍
リ
ー
取
な
し
侍
り
（
文
）、
取
成
侍
り
（
明
）、
う
け
た
る
と
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も
―
う
け
た
り
と
も
（
文
）　

む
す
へ
る
と
も
い
へ
り
―
む
す
へ
る
共
い
へ
り
（
文
）、
結
へ
る
と
も
い
へ
り
（
明
）

〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞

【
本
文
】

70
、
水
を
さ
へ
掬
（
き
く
）す
る
花
の
な
が
れ
か
な

　
　
　

き
く
す
る
と
い
へ
る
を
、
菊
に
と
り
な
し
侍
り
。
花
ゆ
へ
水
を
受
け
た
る
と
も
む
す
べ
る
と
も

　
　
　

い
へ
り
。

【
語
釈
】
◯
掬
す
…
水
な
ど
を
両
手
で
く
む
こ
と
。
す
く
い
あ
げ
る
こ
と
。『
日
葡
辞
書
』
に
は
、「M

izzuuo qicusuru

（
水
を
掬
す
る
）」

と
例
を
出
し
、「
手
を
洗
う
、
文
書
語
」
と
す
る
。「
菊
」
と
の
掛
詞
。
発
句
の
中
に
、
漢
語
を
入
れ
る
心
敬
の
感
覚
は
注
意
さ
れ
る
。
◯
花

…
自
注
か
ら
菊
の
花
の
こ
と
。「
掬
水
月
在
手　

弄
花
香
満
衣
」（
全
唐
詩
・
春
山
夜
月
・
于
良
史
）。
◯
む
す
ぶ
…
水
を
手
の
ひ
ら
で
す
く

い
あ
げ
る
こ
と
。「
掬
ム
ス
フ
、
ニ
ギ
ル
、
ツ
ツ
ム
」（
類
聚
名
義
抄
）。「
袖
ひ
ち
て
む
す
び
し
水
の
こ
ほ
れ
る
を
春
立
つ
け
ふ
の
風
や
と
く

ら
む
」（
古
今
集
・
春
上
・
2
・
紀
貫
之
）。

【
考
察
】
于
良
史
の
「
春
山
夜
月
」
の
詩
句
を
意
識
し
て
詠
ん
だ
発
句
か
。
詩
句
は
春
の
季
節
で
あ
る
が
、「
掬
」
を
「
菊
」
と
と
り
な
し

て
秋
の
発
句
と
見
て
い
る
。
詩
句
そ
の
も
の
は
、
虚
堂
和
尚
語
録
に
載
る
禅
語
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
、
心
敬
の
教
養
の
一
端
が
知
ら
れ
る
。

【
他
出
文
献
】
心
玉
集
（
静
）
846
、
心
玉
集
（
野
）
276
、
芝
草
句
内
発
句
328
、
芝
草
内
連
歌
合
（
天
）

2615
、
芝
草
内
連
歌
合
（
松
）
80

【
補
説
】
同
様
に
、
岩
下
氏
の
論
か
ら
、
句
集
切
の
該
当
す
る
部
分
を
再
掲
す
る
。
句
集
切
は
、
こ
の
句
の
発
句
の
み
で
終
わ
っ
て
い
る
。

水
を
さ
へ
掬
す
る
花
の
な
か
れ
か
な

【
現
代
語
訳
】

水
ま
で
も
す
く
い
あ
げ
て
い
る
よ
う
な
、（
菊
の
）
花
が
濡
れ
水
の
流
れ
の
よ
う
に
見
え
る
花
園
で
あ
る
こ
と
よ
。

「
掬
す
る
」
と
い
う
の
を
、「
菊
」
に
と
り
な
し
て
い
ま
す
。
花
で
あ
る
の
で
、
水
を
受
け
て
い
る
と
も
す
く
っ
て
い
る
と
も
い
っ
て

い
る
。
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【
引
用
文
献
典
拠
一
覧
】

和
歌
の
引
用
は
原
則
と
し
て
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
り
、『
草
根
集
』
は
『
新
編
私
家
集
大
成
』
本
に
よ
っ
た
（『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
っ

た
場
合
に
は
、（
類
題
本
）
と
注
し
て
い
る
）。
ま
た
、『
万
葉
集
』
の
歌
番
号
は
西
本
願
寺
本
（
旧
国
歌
大
観
番
号
）
に
よ
り
、引
用
は
『
新

編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
に
よ
っ
て
い
る
。
連
歌
関
係
そ
の
他
、
引
用
は
左
記
に
記
す
が
、『
連
歌
大
観
』
第
一
巻
（
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・

平
成
二
八
）
を
適
宜
参
照
し
て
い
る
。

菟
玖
波
集
…
『
菟
玖
波
集
の
研
究
』（
風
間
書
房
・
昭
和
四
〇
）
所
収
広
島
大
学
本

芝
草
句
内
発
句
…
貴
重
古
典
籍
叢
刊
5
『
心
敬
作
品
集
』（
角
川
書
店
・
昭
和
四
七
）

吾
妻
邊
云
捨
…
貴
重
古
典
籍
叢
刊
5
『
心
敬
作
品
集
』（
角
川
書
店
・
昭
和
四
七
）

心
玉
集
・
心
玉
集
拾
遺
（
静
嘉
堂
文
庫
本
）
…
貴
重
古
典
籍
叢
刊
5
『
心
敬
作
品
集
』（
角
川
書
店
・
昭
和
四
七
）

於
関
東
発
句
付
句
（
吉
田
文
庫
本
）
…
『
心
敬
十
体
和
歌 

評
釈
と
研
究
』（
和
泉
書
院
・
平
成
二
七
）

宇
良
葉
…
日
文
研
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
所
収
桜
井
氏
蔵
本
（
及
び
深
井
一
郎
氏
に
よ
る
翻
刻
「
宗
祗
連
歌
発
句
集　

宇
良
葉
」（『
金
沢
大
学
教

育
学
部
紀
要
8
』（

1960
）
参
照
）

行
助
句
集
…
貴
重
古
典
籍
叢
刊
11
『
七
賢
時
代
連
歌
句
集
』（
角
川
書
店
・
昭
和
五
〇
）

連
歌
愚
句
…
貴
重
古
典
籍
叢
刊
11
『
七
賢
時
代
連
歌
句
集
』（
角
川
書
店
・
昭
和
五
〇
）

愚
秘
抄
…
『
日
本
歌
学
大
系
』
第
四
巻
（
風
間
書
房
・
昭
和
三
一
）

連
珠
合
璧
集
…
中
世
の
文
学
『
連
歌
論
集
一
』（
三
弥
井
書
店
・
昭
和
四
七
）

連
歌
百
句
付
…
貴
重
古
典
籍
叢
刊
5
『
心
敬
作
品
集
』（
角
川
書
店
・
昭
和
四
七
）

宝
徳
四
年
千
句
…
古
典
文
庫
『
千
句
連
歌
集
三
』（
昭
和
五
六
）

自
然
斎
発
句
…
岩
波
文
庫
『
宗
祇
発
句
集
』（
岩
波
書
店
・
昭
和
二
八
）
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宗
砌
発
句
并
付
句
抜
書
…
貴
重
古
典
籍
叢
刊
11
『
七
賢
時
代
連
歌
句
集
』（
角
川
書
店
・
昭
和
五
〇
）

源
氏
一
部
抜
書
…
『
源
氏
物
語
資
料
影
印
叢
書
1　

源
氏
一
部
抜
書
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
・
平
成
元
）

竹
林
抄
之
注
…
貴
重
古
典
籍
叢
刊
2
『
竹
林
抄
古
注
』（
角
川
書
店
・
昭
和
四
四
）

難
波
田
千
句
…
日
文
研
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
所
収
本

下
草
…
貴
重
古
典
籍
叢
刊
12
『
宗
祇
句
集
』（
角
川
書
店
・
昭
和
五
二
）

徒
然
草
…
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
方
丈
記　

徒
然
草
』（
岩
波
書
店
・
平
成
元
）

称
名
寺
連
歌
…
日
文
研
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
所
収
本

伊
庭
千
句
…
古
典
文
庫
『
千
句
連
歌
集
七
』（
昭
和
六
〇
）

心
敬
句
集
苔
莚
…
貴
重
古
典
籍
叢
刊
5
『
心
敬
作
品
集
』（
角
川
書
店
・
昭
和
四
七
）

年
中
日
発
句
（
金
子
本
）
…
『
連
歌
貴
重
文
献
集
成
第
五
集
』（
勉
誠
社
・
昭
和
五
四
）

熊
野
千
句
…
古
典
文
庫
『
千
句
連
歌
集
五
』（
昭
和
五
九
）

類
聚
名
義
抄
…
『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
』（
天
理
大
学
出
版
部
・
昭
和
五
一
）

『
伊
勢
物
語
（
正
徹
自
署
・
蜷
川
智
蘊
筆
）』
…
『
伊
勢
物
語
古
注
釈
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
第
一
巻
』（
和
泉
書
院
・
平
成
一
一
）

北
畠
家
連
歌
合
…
『
連
歌
貴
重
文
献
集
成
第
二
集
』（
勉
誠
社
・
昭
和
五
四
）

新
撰
菟
玖
波
集
…
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
『
新
撰
菟
玖
波
集
実
隆
本
』（
天
理
大
学
出
版
部
・
昭
和
五
〇
）

大
発
句
帳
…
古
典
俳
文
学
大
系
Ｃ
Ｄ
―

Ｒ
Ｏ
Ｍ
所
収
鈴
木
本

日
葡
辞
書
…
『
邦
訳
日
葡
辞
書
』（
岩
波
書
店
・
昭
和
五
四
）

全
唐
詩
…
該
当
句
は
、
岩
波
文
庫
『
禅
林
句
集
』（
平
成
二
一
）
よ
り

竹
聞
…
貴
重
古
典
籍
叢
刊
2
『
竹
林
抄
古
注
』（
角
川
書
店
・
昭
和
四
四
）

源
概
抄
…
『
源
氏
物
語
古
注
釈
叢
刊　

第
十
巻
』（
武
蔵
野
書
院
・
平
成
二
二
）
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袖
か
ゞ
み
…
九
大
細
川
文
庫
本
『
袖
か
ゝ
み
』（
129
―

545
―

ケ
―

60
）。
引
用
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
べ
ー
ス
に

よ
る
。

壁
草
（
三
手
文
庫
本
）
…
古
典
文
庫
『
壁
草
注
・
壁
草
〈
三
手
文
庫
本
〉』（
昭
和
五
七
）

所
々
返
答
…
中
世
の
文
学
『
連
歌
論
集
（
三
）』（
三
弥
井
書
店
・
昭
和
六
〇
）

【
参
考
文
献
】

岩
下
紀
之
「
連
歌
切
五
点
」（「
愛
知
淑
徳
大
学
論
集
」
37
・

2012
・
3
）

島
津
忠
夫
監
修
『
心
敬
十
体
和
歌 
評
釈
と
研
究
』（
和
泉
書
院
・
平
成
二
七
）

中
野
幸
一
「
猪
苗
代
兼
載
『
源
氏
一
部
抜
書
』
の
資
料
的
価
値
」（『
源
氏
物
語
古
注
釈
の
世
界
』（
汲
古
書
院
・
平
成
六
））

稲
賀
敬
二
『
源
氏
物
語
の
研
究
成
立
と
伝
流
補
訂
版
』（
笠
間
書
院
・
昭
和
五
八
）

岩
坪
健
『『
源
氏
小
鏡
』
諸
本
集
成
』（
和
泉
書
院
・
二
〇
〇
五
）

こ
の
訳
注
は
、
科
研
費
基
盤
研
究
Ｃ
（
２
４
５
２
０
２
２
２
）「
中
世
歌
学
の
享
受
か
ら
見
た
心
敬
の
文
学
作
品
の
創
造
と
新
撰
菟
玖
波
文

学
圏
へ
の
影
響
に
関
す
る
研
究
」
の
成
果
で
あ
る
。




